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サ タワル島にお け る伝 統的航海 術の研究

　　　　島嶼 問の方位関係と海域名称

秋 道 智 彌＊

Island Orientation and the Perception of Sea Areas 
    in Satawal (Central Caroline Islands)

Tomoya AKIMICHI

   This paper describes two basic aspects of navigational know-
ledge employed by Satawalese sailors of the Central Caroline 
Islands, in Micronesia. Woofanuw denotes "to see the island," 
and comprises a system of island orientation as observed from an 
island using 32 directional terminologies. Woofanuw is specific 
to each island, and my data cover the area extending from Yap, 
the westernmost island to Ponape, the easternmost. The sea 
areas drawn from these islands' woofanuw system further include 
most of the Caroline Islands, the Marshall Islands to the east, the 
Mariana Islands to the north and even the Philippines, to the west. 

    Some directional errors emerge when a comparison is made 
with the actual compass bearing of the stars, and also directions 
on a marine chart. However, the Satawalese can compensate 
for these during navigation. 

   Individual differences of the woofanuw system demonstrate 
that even the most practical, and, per  se, uniform knowledge is 
transmitted through different channels or schools of navigation. 

   Most islands and reefs involved in the woofanuw system exist, 
but sometimes mythical islands which evoke metaphor are 
included. Such esoteric islands are culturally significant in that 
navigators perceive them as their own activity areas.
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１． 序 論

　 １． ミ ク ロ ネ シ ア の 航 海 術

　 ミク ロネ シ アの 中央 カ ロ リン諸 島一 帯 で は， 大 型 の 帆走 ア ウ ト リガ ー ・カ ヌ ー と独

自の 航 海 術 に基 づ い た遠 洋航 海 が お こな われ て きた ［ＧＬＡＤｗｌＮ　１９７０；ＬＥｗｌｓ　１９７５］。

カ ロ リン諸 島 の航 海術 に お いて は ，近 代 的航 海 術 で も ちい られ る羅 針 盤 ， 六分 儀 な ど

の精 密 な測 定器 具 ， あ る い は近 代 的 な測 量 に もとつ く海 図 な ど は い っ さ い も ちい られ

て こなか った 。 しか し， だか ら とい って実 際 の 航 海 が何 の指 針 も目安 もな く， で た ら

め に お こな わ れ て きた わ けで は け っ して な い。 近 代 的 な測 定 器 具 や 海 図 にか わ るべ き

もの と して， 星 ， 波 ，太 陽 ，風 ， 潮 流 な どの 自然 現 象 ，魚 や 海鳥 な どの 生 物現 象 がた

くみ に利 用 され ， しか も超 自然 的 な 観 念 に裏 づ け られ た 独 自 の技 術 ・知 識 体系 が発 達

して きた。

　 カ ロ リン諸 島 の 航 海術 に お いて ， 基 本 的 に重 要 とお もわ れ る知識 が い くつ か あ る。

す で に筆 者 はサ タ ワル 島 の事 例 か ら， そ の うち の い くつ か の 知識 項 目 につ いて 報告 し

た ［秋 道　 １９８１ａ：６１７・－６４１］。 と くに， 前 掲論 文 でふ れ た よ うに，１５の相 異 な る星 や

星座 の 出没 方 位 を も とに つ くられ たス タ ー ・コ ンパ ス （ｓｉｄｅｒｅａｌ　ｃｏｍ》ａｓｓ） は ， 近 代

航 海術 に お け る羅 針 盤 に相 当 す る もので あ り， カ ロ リン諸 島 にお け る航 海 術 の あ らゆ

る知 識 に と って，原 理 的 に も実 際 の航 海 に お い て も重 要 な もの で あ る ［ＧｏＯＤＥＮＯＵＧＨ

１９５３；ＬＥｗｌｓ　 １９７５；秋 道 　 １９８１ａ］。

　 この ス タ ー ・コ ンパ ス の 知識 を もち いて ，具 体 的 な航 海 を お こな う と きの こ とを考 ，

えて み よ う。 島嗅 間 の 相 対 的位 置 関係 や ， 目的 とす る島 の 方 位 関係 は ，航 海 を お こな

ううえ で 不 可欠 の情 報 とな るの は い うま で もな い。近 代 的 な航 海 術 に お い て は， 海 図
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（ｍａｒｉｎｅ　ｃｈａｒｔ） に よ って 島 嗅間 の相 対 的位 置 関係 や 地 理 的 な位 置 関係 を あ らか じめ

しるこ とが で き る。

　 ミク ロネ シ アの航 海 術 に お いて は，紙 に書 か れ た よ うな 海図 が もち い られ て きた わ

け で は なか った もの の ， マ ー シャル諸 島 で は ，伝 統 的 海 図 が もち い られ て い た こ とが

よ く し られ て い る ［ＫＲＡＭＥＲ　１９０６；松 岡　 １９４３：６６－１０１；石 森 　 １９７８］１）。 マ ー シ

図 １－－１　 マ ー シ ャル諸 島の ステ ィ ック ・チ ャー ト （メ ドー）

　 　 　 　［〕ＫＲＡＭＥＲ　ｌ９０６］ によ る 。

１） マー シ ャル諸 島 の海 図 は １８６０年 代 ，ア メ リカ の 宣教 師 グ ー リ ック （Ｌ．Ｈ ．　Ｇｕｌｉｃｋ）によ って は

じめて 西 欧社 会 に 紹 介 され た ［松 岡　 １９４３：６７－６８］。
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ヤル諸 島 の海 図 は， コ コヤ シの葉 柄 を 数 十本 ，組 み 合 せ て つ く った もの で 波 や うね り

を あ らわ し， 小 型 の タ カ ラガ イ や 石 で 島 や サ ンゴ礁 の位 置 を しめ した もの で あ る。

細 い コ コ ヤ シ の 葉 柄 でで きて い る と ころ か ら， 英 語 で ス テ ィ ック ・チ ャ ー ト （ｓｔｉｃｋ

ｃｈａｒｔ）と よば れ る。 ス テ ィ ック ・チ ャー トに は，３種 類 の もの が 区別 され て お り， こ

の う ち メ ドー （ｍｅｄｄｏ）， レベ リプ （ｒｅｂｂｉｔｉｂ）とよ ば れ る もの は， 島 峨 間 の 地 理 的 な位

置関 係 を 具 体 的 にあ らわ した もの で あ る ［Ｗ ＩＮＫＬＥＲ　 １９０１； ＫＲＡＭＥＲ　 １９０６］ （図

１－１，１－２）２）。

　 これ にた い して ， カ ロ リン諸 島 の航 海 術 にお い て も，島 峡 間 の相 対 的 な位 置 関係 や

距 離 に関 す る知 識 が利 用 され て きた ［ＬＥＷｉＳ　 ｌ９７５ユ。 た だ し， １つ の知 識 項 目だ け

図 １－２　マ ー シ ャル諸 島 の ステ ィ ック ・チ ャー ト （レベ リプ）

　 　 　　 ［Ｗ ＩＮＫＬＥＲ　 １９０１］ によ る。

２）この海図の模型は，現在，筆者の所属する国立民族学博物館のオセ アニア展示 コーナーに常

設展示 されている ［国立民族学博物館（編）　 １９８１］。
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で島嗅間の位置 ・方位 ・距離などがすべてわかるという仕組みにはなっておらず，い

くつかの項 目が相互規定的に利用され，はじめて全体像がわかるという内容になって

いる。

　それらについては，今後，稿を重ねるなかで徐々にあきらかに してゆくこととし，

本論ではその手始めとして，島嶼問の位置関係に関する２つの知識項目をとりあげて

考察を くわえてみたい。

２． 資 料

本 論 で考 察 の 対象 とす るの は ，ωｏｏｆａｎｕω と ノｉｔｉｍｅｔａｗ とよ ばれ る ２つ の知 識 で あ

る。

　 　 ２－１． ｗｏｏｆａｎｕω の 知 識

　 ｗｏｏｆａｎｕω と い うの は ， あ る島 か らみ て ，別 の島 が どの位 置 に あ るの か を， ス タ ー・

コ ンパ スの 方位 名称 に よ り列 挙 した知 識 で あ る。 ωｏｏｆａｎＵｔｕの ＷＯＯ一は ，ωｏｒｉ一す な わ

ち 「ま っす ぐか ど うか をみ る」 とい うこ と ば に由来 して い る。ノ乙η㍑ω は， 「島」 を 一

般 に あ らわ す 。 こ の 知 識 は ， サ タ ワル 島 で ｗｏｏｆａｎｕω， プル ワ ト 環 礁 で ωｏｗｆａｎｕ

［ＲＩｓＥＮＢＥＲＧ　１９７６：９９－１００］， ウ ォ レア イ環礁 で ｗｏｆｄｉｌｕ ［ＡＬＫＩＲＥ　１９７０：４５－４７］ と

よ ばれ３）， 既 発 表 の 論 文 ［秋 道 　１９８１ａ］ で あつ か った ス タ ー ・コ ンパ ス ， ア ロ ウ

ム （／ａｒｈｏｗｕｍｕｖ），アマ ス （ｙａｍａｓ） の項 目 につ い で基 本 的 に重要 とさ れて い る もの で

あ る。

　 １つ の 島 と他 の 島 じま との 方 位 関係 は， 平 面 上 で考 え た場 合 ， 島 と島 とを直 線 で む

す ん だ 場 合 の針 路 （ｃｏｕｒｓｅ）に よ って 決定 され る。 そ の 場 合 の針 路 は， ス タ ー ・コ ン

パ ス に よ る３２の方 位 名称 に よ りあ らわ され る （表 １）。

　 た とえ ば， サ タ ワル 島 か らみ て トラ ック諸 島 は， 磁 π祝卿 ηψ の 方 向 ＠ 勿㍑ψ ，

す な わ ち ， わ し座 ア ル フ ァ星 の 出 現 方 位 ） に ， プル ワ ト環 礁 は ， ｔａａｎ　Ｐｄｙｉ　ｅｆａｎｇ

（ｐａ］ｉ　ｅｆ６ｎｇ，す な わ ち ， わ し座 ガ ンマ ー星 の 出現 方 位） に ， ラモ トレ ック 環 礁 は ，

妙 ω槻 ρ妙かげ伽８ の 方 位 （わ し座 ガ ンマ ー星 の没 入 方 位） にそ れ ぞ れ位 置 す る とい

うよ うに あ らわ さ れ る。 この よ うに， ス タ ー ・コ ンパ ス上 の３２の方 位 名称 に した が っ

て ， １つ の 島 か らみ た周 囲 の 島 じま と の方 位 関係 を順 次 ， あげ て ゆ くの が ｗｏｏｆａｎｕω

３） 戦 前 に も， カ ロ リ ン諸 島で は， あ る 島か ら別 の 島が 位 置す る方位 を 特 定 の星 や 星 座 の 出没 方

位 に対 応 させ る ωｏ・ｆａｎｕｌｖ の知 識 が ， ヤ ップ諸 島 ［Ｍ ｔｉＬＬＥＲ　 １９１７：２８９－２９５］， トラ ック諸 島

［ＫＲＡＭＥＲ　 １９３２：３０１］，ラモ トレ ック環礁 ［ＫＲＡＭＥＲ　 １９３７：１３１］ な ど にお け る調 査 か らあ き

らか に されて いた が ，本 論 に お け るほ ど詳 細 ， かつ 体 系 的 な情 報 の 収 集 はお こなわ れ て い な い。

この点 は， Ａｌｋｉｒｅや Ｒｉｓｅｎｂｅｒｇにつ い て もあ て はま る 。
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表 １　 スター ・コンパ ス上の方位名称とコ ンパス方位

方位番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32

サ タワル語名

 fdasumwakat 
titan mciyinciphnefimg 

 than  wine 

 Mein  yakitniik 
 titan  mein 

 titan  inwacirikar 

 titan wuun 
 titan  phyiyef  âng 

 titan  mhyinap 

 than pciyiyear 

 titan  yiniyin 
 taxi  shrepwin 

 taxi  tumwztr 

 than  mesaraw 

 thitnupw 
machimeyas 

wenewenenupw 

 machimenetow 
tupwunupw 

tupwun  mesaraw 

 tupwui  tumwur 

tupwui  shrepwin 

tupwun yiniyin 

tupwun  phyiyeer 

tupwun  mciyinap 

tupwun pciyiyef ang 
tupwun wuun 

tupwun  mwhhrikcir 

 tupwun  mien 
 tupwun  yfikaniik 

tupwun  wine 

tupwun mayincipcinef

コンパス方位

  0° 

 14° 

27° 
33° 

51° 

65° 

73° 
79° 

81° 

83° 

91° 
98° 

117° 

127° 

154° 
166° 

180° 

193° 

206° 
233° 

 243° 

252° 

 269° 

276° 

 279° 
281° 

287° 

294° 

309° 
327° 

333° 

346°

で あ る。

　 あ る島 と， そ の周 囲 に あ る島 じま との方 位 関係 は ， それ ぞれ １対 １に対 応 す る もの

で あ る。 それ と同 時 に ， １つ の 島の ｗｏｏｆａｎｕω は， そ の島 にの み 固有 の もの で あ る。

この こ とか ら，「サ タ ワ ル 島 の ωｏｏｆａｎ”ω」， つ ま り，ωｏｏｆａｎｕａｉ　Ｓａｔａωａｌ とか ， 「トラ

ック諸 島 の ωｏｏｆａｎｕω」， ωｏｏｆａｎｕａｎ　Ｒｕｕｋ の よ うに よ ばれ る。　ＲＵｔｔｋ は トラ ック諸 島 を

あ らわ す 。
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　 　 ２－２． ｙｉｌｉｍｅｔａ〃 の 知 識

ク漉 膨 彦αω の クゴ拓 は 「名前 」，膨 如ω は 「海 ，外 洋 」 を あ らわす こと ばで あ り， こ

の知 識 は， 島 と島 との間 に横 た わ る海 の名 称 を網 羅 した もの で あ る。航 海 術 の 知 識 と

して は， 基 本 的 な部 類 に属 す るわ け で は な く，航 海者 のす べ て が し って い る よ うな 一

般 的 知 識 で もな い。

　 島 を と りま，く外海 は， 一般 に η伽 ω，また は 膨 彦αω とよ ば れ る。 η伽 ω は も と も と，

「ラ グー ン ：礁 湖 」 と い う意 味 で，紹 αω よ りも古 い用 法 で あ る。η伽 ω，また は 解伽 ω

は ， さ らに図 ２に しめ した よ う に， ４つ の海 域 に 区分 す るの が普 通 で あ る。 そ の さい ，

東 西 南 北 を あ らわ す方 位 名 称 が 海 を区 分 す る うえ で もち い られ る。 ただ し，東 の 海 を

η６２ηω祝η砂 鰯 ， 西 の 海 を η伽 ω襯６ル 侃 と称 す る こ と もあ る。 ノａａｓは 「上 」，　ｆａａｎは

「下 」 を あ らわす 。

　 以 上 のべ た 一般 的 な 名称 と は別 に ， それ ぞ れ の 島嗅 間 につ け られ た個 別 名称 の体 系

が ク漉規θ’αω と い う こ とにな る。

図 ２ 島 を と り ま く 海 の 名 称

３． 方 法

　 ス タ ー ・コ ンパ スで も ち い られ る星 ・星 座 の 出現 方 位 （コ ンパ ス方 位 ：度） は ，神

戸 商 船 大 学 松木 哲 教 授 の御 教示 によ る計 測 値 を もち い た （表 １参 照 ）。

　 島 嗅 間 の 距 離 を し らべ る ため ， メル カ トール 図法 に よ る海 図 （縮 尺 は ， １５０万 分 の

１，２００万 分 の １，４００万 分 の １） を も ち いた ［Ｕ ．Ｓ．　ＨＹＤＲｏＧＲＡＰＨＩｃ　ＤＥＰＡＲＴＭＥＮＴ

ｌ９７８ａ，１９７８ｂ；海 上 保 安庁 水 路 部 　 １９７９，１９８０ａ，１９８０ｂ１。

　 ｔｖｏｏｆａｎｕω に 関す る情報 は ， サ タ ワル 島 在 住 の ６名 の イ ン フォ ー マ ン トよ りえ た 。

それ らは， Ｉｋｉｒｅｐ 氏 （推 定 ３０歳 代），　Ｉｋｅｇｕｎ 氏 （同 ５０歳 代），　ＲｅｐＰａｎｇａｎａｐ 氏 （同

５０歳 代 ）， Ｅｐｅｍｗａｉ氏 （同 ５０歳代 ），　Ｅｗｉｙｏｎｇ 氏 （同６０歳 代 ），　 Ｍ ａｇｕｒ氏 （同６０歳

６５７
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代 ） で あ る。 以 下 ，本 文 中 で は， そ れ ぞ れ の イ ンフ ォ ーマ ン トを Ｉｋ，　Ｉｇ，　Ｒ，　Ｅｐ，　Ｅｗ，

Ｍ の よ うに して あ らわ す４》。 年 齢 は調 査 当時 の もの で あ る。

ノｉｔｉｍｅｔａｗ に関 す る情 報 は，　Ｅｐ，　Ｒ，　Ｅｗ，　Ｉｇ，　Ｉｋ の ５入 よ りえ た。 海 の 名称 が人 に

よ り異 な る こと はな い が ， １人 の イ ン フォ ー マ ン トが す べ て の情 報 を しって い た わ け

で は な い ので ， 結 果 は そ れ らを 包 括 的 に しめす こ と とす る。

皿 ． 結 果

１． ｗｏｏｆａｎｕｗ と島嶼 問 関 係

　 サ タ ワル 島の 航 海 者 た ち は ，サ タ ワル 島 のwｏ ｏｆａｎｕwだ け で な く， 他 の 島 にお け る

wｏｏｆａｎｕwに関 す る知 識 も しって い る 。筆者 は 島 ご とに １つ の セ ッ トと な った ωｏｏｆａｎｕｗ

の 資料 を ，合 計 ２８の 島 につ いて あつ め る こ とが で きた 。 そ れ らの 島 々の 位 置 を しめ し

た の が 図 ３で あ る。 図 か らもわ か る よ うに ， こ の なか には ， カ ロ リン諸 島 の ほ とん ど

の 島 々 がふ くま れ て い る （図 ３）。

　 以 下 ，筆 者 のえ た 資料 で ， も っ と も西 に位 置す る ヤ ップ 島 の ｗｏｏｆａｎｕω か ら， も っ

と も東 に位 置 す るポ ナ ペ 島 のwｏｏｆａｎｕwまで ， 順 次 ， 結果 を記 載 す る。

　 あ る島 か ら別 の島 の 出現 す る方 位 名 称 は ，表 １に あ らわ した １か ら３２の 方 位 番 号 に

よ って しめす もの とす る。 ま た ，実 在 す る こ とがわ か って い る島 につ いて は， 日本 語

とサ タ ワル語 で表 記 し， そ れ に ＊印 を つ け る。実 在 した と して も， そ の位 置 が 確 認 で

きな いサ ンゴ礁 や 架 空 の存 在 に 関 して は， サ タ ワル 語 で 表 記 す る。 そ して ， 記 載 の な

か で ，必 要 に応 じて 説 明 を くわ え る もの とす る。 また ， 同 じ島 に 関す る情 報 で も イ ン

フ ォ ーマ ン トに よ って ， 内容 が異 な る こ とが あ る。 こ の点 を 考慮 して イ ンフ ォ ーマ ン

トの 区別 を した。 ｚｖｏｅｆａｎｕω に お け る島 嗅 間 の方 位 関係 は， ス タ ー ・コ ンパ ス の 円 周

上 に しめ した （図 ４～３１）５）。

４）なお，Ｉｋ氏は，沖縄で１９７５～７６年 に開催された沖縄 国際海洋博覧会 にサタワル島よ りチ ェチ
ェメニ号で本部半島まで航海 した経験 をもつ。Ｒ氏の実弟 はそのさいのキャプテ ンであ った。

その遠洋航海にもちい られ たカヌーが国立民族学博物館 に展示 されて いることも周知の事実 で

ある。

　 興味あることに，航海 術の知識はもともと口頭で伝承 されて きた ものであるが，筆者が情報
を収集 したさいに，航海術の知識内容 はあ らか じめノー トに記載 されていた。高年齢のイ ンフ

ォーマ ントは 日本統治時代 に日本語教育を うけ，それよ り若い世代 のものは戦後，英語 による

教育をうけているので，知識内容が日本語や英語の表記であらわされ ている。 たとえば，磁 η

顧 卿 ψ という方位名称 は，「タ ンマイナプ」 と しるされている。

５）スター ・コンパスを円形であ らわ したが，矩形 としてあ らわす記載 が こ れ ま で の 民族誌 に

み られる ［ＫＲＡＭＥＲ　ｌ　９３２：３０１； ＤＡＭＭ・ｅｔ・ａｌ． １９３８：１７４；ＢｕＲＲｏｗｓ　ａｎｄ　ＳＰＩＲｏ　１９５７：９４；
ＡＬＫＩＲＥ　ｌ　９７０：４５；ＬＥｗｌｓ　 １９７５：６７－６８］。 本論では，筆者のえた情報 にもとつ いて円形のス

ター ・コ ンパスを採用する。

６５８
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図 ３　 ミクロネ シア と ωｏｏｆａｎｕｗの資料と した 島じま

　　　 ● は，ω・ψ 繊ω の知識を記載 した島
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ｗｏｏｆαｎｕａｎ　Ｙａａｐ （ヤ ップ 島 ）

（図 ４）　 Ｅｐ

方 位番 号 　 島 ， リー フ， その他 の 現 象

　 　 ３　　 Ｋａｆｕｒｈａｒ （架 空 の 島）

　 　 　 　 　 　 サ タ ワル 島 や プル ワ ト環礁 に お け る プ ープ ・ナパ ナ プ と い う航 海術 の知

　 　 　 　 　識 のな か で も，Ｋａｆｕｒｈｕｒ が言 及 され て い る ［ＲＩＳＥＮＢＥＲＧ　 Ｉ　９７６：１１５；秋

　 　 　 　 　道 １９８１ｂ：１５－２７］。

　 　 　 　 　Ｋｅｅｗａａｍ＊ （グ アム 島）

　 　 　 　 　 　Ｋｕωａａｍ は，「カ ヌ ーの支 柱 （＝＝２ａａｍω）に近 づ く」 とい う こ とば に 由来

　 　 　 　 　 して い る ［秋道 　 １９８１ｂ：１５］。 な お， グ アム ， サ イパ ン， テ ニ ア ン，　ｎ タ

　 　 　 　 　 な どの 島 々は ，全 体 と して Ｍ ａｒｉａｎｉｓと よば れ る。

　 　 ４　 　Saipen（ サ イパ ン島）

　 　 　 　 　 　ｓａｉは ，「航 海」， μ η は 「空 の」 とい う意 味 であ る。 ユ９世 紀 初 頭 ， サ タ

　 　 　 　 　 ワル 島 の酋 長 ア クル ップ （Ｙ６ｋｕｒｈｕＰω） ら が マ リア ナ諸 島 方 面 に航 海 を お

　 　 　 　 　 こな った さい ， 当時 ， マ リア ナ諸 島 を統 治 して い た ス ペ イ ンの 政策 に よ り，

　 　 　 　 　 サ イパ ン島 の チ ャモ ロ人 は 強制 的 に グ ア ム島 に移 住 させ られ て い た。 そ の

　 　 　 　 　 ため ， サ イパ ン島 に は，人 が い な か っ た。 島 に上 陸 した と ころ ，無 人 で あ

　 　 　 　 　 った こ とか ら， ５〔αψ動 と名 づ け られ た と い う。 カ ロ リ ン諸 島 民 の サ イパ ン

　 　 　 図 ４　 ヤ ップ 島の ω・・ｆａｎｕω と 島嗅 群 の方 位

Ｒｏｔａは， 方位 番 号 ４と ５の 中間 に位 置す る 。 中間 の こ と は，

ｎｅｅｍａｃｈとよぷ 。
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　 　 　 　 　 島 の上 陸地 点 は現 在 のガ ラパ ンで あ った とい う。 サ タ ワル 島 の イ ン フォ ー

　 　 　 　 　 マ ン トによ る と，ノａｒｏｐｗａｎ．ｇは ， ヒル ガ オ科 の植 物 の名 称 で， 海岸 に泊 ま

　 　 　 　 　 った場 所 に 多 く生 育 して お り， この植 物 を も ちい て仮 小 屋 を作 った こ とか

　 　 　 　 　 ら，そ の よ うに 名づ け られ た とい う。

４十５／２　 　Ｎｕｔａ＊ （ロタ 島）

　 　 　 　 　 　nutaは 「遠 くの方 に」 と い う意 味 で ， 同上 の航 海 の さ い， この 島 が遠 方

　 　 　 　 　 にみ え た と ころ か ら名づ け られ た とい う。

　 　 ７　 　Ｙｕｎｕｔｉｗ＊ （ウル シーｉ環礁）

　 　 ８　 　 Ｆａｉｓ＊ （フ ァイス 島）

　 　 １２　　　Seroon＊　（ソ ローノレ環 石焦）

　 　 １９　　Ngenuw＊ （ヌ グ ールｉ環石焦）

　 　 ２２　 　 Ｐｗａｎａｗ＊ （パ ラオ諸 島）

　 　 　 　 　 　 と くに どの 島 を さす か はあ き らか でな いが ， お そ ら くパ ラオ諸 島最 大 の

　 　 　 　 　 バ ベル ダ オ ブ 島 を さす もの とお もわ れ る。

　 　 ２５　 Ｍ ｅｎｉｎａ＊ （フ ィ リピ ン）

　 　 　 　 　 　 Ｒｉｓｅｎｂｅｒｇ が プ ル ワ ト環礁 で あつ め た パ ラオ諸 島 の ｔｖｏｗｆａｎｕ に は，

　 　 　 　 　 ア ル デバ ラ ンの 没 入方 位 に Ｍ ａｎｉｎａ （ＰｈｉｌｉｐＰｉｎｅｓ） が 位 置 す る と あ る

　 　 　 　 　 ［ＲｌｓＥＮＢＥＲＧ　　ｌ　９７６：１００１。

ｗｏｏｆａｎｕａｎ　Ｙｕｎｕｔｉｗ （ウ ル シ ー ｉ環 礁 ）

（図 ５）　 Ｅｐ

　 ｌｌ　 　 Ｆａｉｓ＊ （フ ァイス 島）

　 １３　 　Ｗ ｅｎｅ２ａ＊ （ウオ レア イ環礁 ）

　 １４　 　Ｙｏｏｒｈｍｐｉｋ＊ （ヨール ピッ クｉ環礁 ）

　 １５　 　 Ｓｅｒ６６ｎ＊ （ソロ ール 環 礁）

　 ２１　　１＞９４ππω＊ （ヌ グ ール 環礁 ）

　 ２３　　 ＹａａＰ＊ （ヤ ップ島）

　 ３１　 　 Ｋａｆｕｒｈｅｃｒ （架 空 の 島）

　 　　 　 　 ωｏｏｆａｎｕａｎ　ＹａａＰ を参 照 の こ と。

soofanuan Seroon（ソ ロール 環礁 ）

（図 ６）　 Ｅｐ

６６１



国立民族学博物館研究報告　　９巻４号

図 ５　 ウル シー環礁の ωｏｏｆａｎｕω と島嬢群の方位

２　 　 Ｆａｉｓ＊ （フ ァイス 島）

７　　 ＦｅｒａｉｎａＰ＊ （フ ァラ ラ ップ環 礁 ）

１１　 　 Ｗｅｎｅ２ａ＊ （ウ オ レア イ環 礁）

１２　 　Ｙｏｏｒｈｍ砕ｉｋ＊ （ヨール ピ ック環礁 ）

２３　 Ｐｔｖａｎａｗ＊ （パ ラ オ諸 島）

図 ６　 ソ ｍ－一ル環 礁 の ω・ｅｆａｎｕω と島嶼 群 の方 位

６６２
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２４　　 ハ忽どππω＊ （ヌグ ー ルｉ環礁 ）

２８　 　 ｙ磁汐＊ （ヤ ップ 島）

３１　 　 ｝Ｙｕｎｕｔｉω＊ （ウル シーｉ環礁 ）

wｏｏｆｕｎｕａｎ　Ｆaｉｓ （フ ァイ ス島 ）

（図 ７）　 Ｅｐ

　 　 ｇ　 　Ｅａｉ　ｅω＊ （ガ フ ェル ト島）

　 　 　 　 　 　 架 空 の 島 Ｋａｆｕｒｈｕｒと混 同 しや す いが ， これ は実 在 す る島 で あ る。

　 　 １１　　 ＦｅｒａｉｎａＰ＊ （フ ァ ラ ラ ップ環 礁 ）

　 　 １３　 　Ｗｅｎｅ１ａ＊ （ウォ レア イ環礁 ）

　 　 １４　 　Ｙｏｅｒｈｕｐｉｋ＊ （ヨール ピ ックｉ環礁 ）

　 　 １８　 ８励 ６η＊ （ソ ロ ール 環礁 ）

　 　 ２２　 　娠 ４ηπω＊ （ヌ グ ール環 礁 ）

　 　 ２５　 　 】ｌａａＰ＊ （ヤ ップ 島）

　 　 ２７　 　Ｙｓｃｎｕｔｉｗ （ウル シーｉ環礁 ）

wooｆαｎｕαｎ　Ｙｏｏｒｈｕｐｉｋ （ヨ ー ノレピ ッ ク環 礁 ）

（図 ８）　 Ｅｐ

　　　 ４　　　ＦｅｒａｉｎａＰ＊　（フ ァ ラ ラ ップ ｉ環 礁 ）

図 ７　 フ ァイス 島 の ωｏｏｆａｎｕｗ と島填 群 の 方 位

６６３
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図 ８　 ヨー ル ピ ック環礁 の ωｏｏｆａｎｕｚｕと島嶼 群 の方 位

　 　 　Ｇａｆｅｒｕｔは， 方位 番 号 ４と ５の 中間 に 位 置す る。

４＋５／２　　 Ｆａｉyｅｗ＊ （ガ フ ェル ト島）

　 　 ５　 　Ｗ ｅｎｅyａ＊ （ウオ レア イ環 礁 ）

　 　 ６　 　ｙifenuk＊ （イ フ ァル クｉ環礁 ）

　 　 ２２　　Pwａ ｎａw＊ （パ ラオ諸 島）

　 　 ２８　　Seroon＊ （ソ ロール 環 礁）

　 　 ２９　 　｝Yunutiw＊ （ウル シーｉ環礁 ）

　 　 ３０　　 Ｆａｉｓ＊ （フ ァイス 島）

ｗｏｏｆａｎｕａｎ　Ｗ ｅｎｅｙα （ウ オ レ ア イ 環 礁 ）

（図 ９）　 Ｅｐ

　 　 ３　 　 ＦｅｒａｉｎａＰ＊ （フ ァ ラ ラ ッ フ。環 石焦）

　 　 ４　 　 Ｆａｉ　ｅω＊ （ガ フ ェ ル ト島 ）

　 　 ７　 　Ｗ ｅｎｉｍｅｒ６　ｗ＊ （オ リマ ラ オ 環 礁 ）

　 　 ９　 　 ７顔６６ｆ＊ （エ ラ こ一ト環 礁 ）

　 　 １０ 　 　γ拶 ηπん＊ （イ フ ァ ル ク 環 礁 ）

　 　 ２１　 　Ｙｏｏｒｈｕｐｉｋ＊ （ヨ ー ル ピ ッ ク環 礁 ）

　 　 ２７　　　５１θ７６６２ｚ＊　（ソ １コー ノレ環 石焦）

　 　 ２８　 　 ］ＹｌｕｎｕｔｉＬｅ＊ （ウ ル シ ー 環 礁 ）

６６４
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図 ９　 ウォ レ アイ環 礁 の ω・・ｆａｎｕω と島嶼 群 の 方位

２９　 　 Ｆａｉｓ＊ （フ ァ イ ス 島 ）

ωｏｏｆαｎｕａｎ 】ｒεｆ多ηπん （イ フ ァ ノレク ｉ環 石焦）

（図 １０）　 Ｅｐ

　　 ｌ　　　ＦｅｒａｉｎａＰ＊　（フ ァラ ラ ップ環 石焦）

　　 ３　 　Ｆａｉyew＊（ガ フェル ト島）

　　 ６　　Wenimerow＊ （オ リマ ラオ環 礁 ）

　　 ８　　Yenoot＊ （エ ラ ー トｉ環礁 ）

　　 ９　　Ｓｏｗｕｋ＊ （プル ス クｉ環礁 ）

　 ２２　 　 Ｙｏｏｒｈｕｐｉｋ＊ （ヨー ル ピ ック環礁 ）

　 ２５　　 ＦｅｎａｎＺｔＳ＊ （ウ ォ レア イ環 礁 の フ ァラ リス 島）

　　 　　 ［Ｕ ．Ｓ．　ＮＡｖＡＬ　ＯｃＥＡＮｏＧＲＡｐＨＩｃ　ＯＦＦＩｃＥ　１９４４］

　 ２６　 　 Ｒｈａｙｕｒｈ＊ （ウ ォ レア イ環 礁 の ラ ウル 島）

　 ２７　　Ｔｅｋａｉｙａｎｕｓ（リー フ）

　　 　　 　　ウ ォ レ アイ環 礁 の北 にの び る リー フ。

Ｅｗ に よ る情 報 で は， １， ３， ６， ８につ いて Ｅｐ と同 じだが ， ９以 下 が異 な る。

　 ９　　 Ｍ ｅｓａｉｎｅ■ａｎｕ （水 道 ）

　　　　　　ウォ レア イ環 礁 の水 路 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ６６５



国立民族学博物館研究報告　 ９巻４号

図 １０　イ ファルク環礁 の ｔｖｏｏｆａｎｕω と島嶼群の方位

　　　 （Ｅｐの情報のみを記述）

　 ２７　 　Ｗｅｎｅｙａ＊ （ウ ォ レア イ環礁 ）

Ｅｐ の ほ うが Ｅｗ よ り ウォ レア イ環礁 の部 分 を くわ し くわ け て い る こ とが わ か る・

ｗｏｏｆａｎｕａｎ　Ｆａｉｙｅｗ（ガ フ ェ ル ト島 ）

（図１１）　 Ｅｗ

　 　ｌ　 　 Ｋｕｗａａｍ＊ （グ ァ ム島）

　 　２　 　Ｎｕｔａ＊ （ロタ 島）

　 　３　　 （］ｈｉｎｉ　ｏ’ｎ＊ （テ ニ ア ン島）

　 　 　 　 　 カ ロ リン諸 島 民 が １９世紀 ， マ リア ナ諸 島 に航 海 した お り， この 島 をみ つ

　 　 　 　 け た とき， 太 陽 （ｙ６ｎ）が輝 いて いた （ｔｉｎｅ）。 そ う した状 態 を ｗｕｃｈｅｎｉｙ６ｎ と

　 　 　 　 称 す る。 そ のた め ， この 島 は Ｃｈｉｎｉ　Ｏ’ｎ と名 づ け られ た。

　 　４　 　３ψ 動＊ （サ イパ ン島）

　 　５　 　 Ｔｉｐｉｐｉ（架 空 の 島）

　 　６　 　 Ｔｉｐａｐ （架 空 の 島）

　 　７　 Ｆａｎｕａｎ　ｋｕωｅｎ （架 空 の島 ）

　 　 　 　 　 ｋｕωｅｎは 「トカゲ 」 を あ らわ す 。

　 　 ９　 　Ｍ ａｋｕｒｈ＊ （マ グル 環 礁 ）

６６６
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図 １１ ガ フ ェル ト島 の ｚｖｏｏｆａｎｕω と島嗅 群 の 方 位

11 

12

Piik*

Yayuta

（ピケ ロ ッ ト環 礁）

（海 ， あ る い は海 域）

サタワル島民が漁撈 活動のため訪れる。

14 

15 

16 

17 

18

19 

20 

21

 Satawal* （サ タ ワル 島）

 NOmzvechok*

 Yenat*

（ラモ トレ ック環礁 ）

（エ ラ ー ト環 石焦）

 WenimerOw*

Faas

（オ リマ ラオ環 礁 ）

（リ ー フ）

波 局 い。

 Yifenuk* 

Weneya*

woafanuan  Yifinuk

（イ フ ァル クｉ環礁 ）

（ウ オ レアイ ｉ環礁 ）

Yapiniworan Yoorhupik

を 参照 。

（リー フ）

ヨー ル ピ ック環 礁 の北 西端 か らの び て い る リー フで ，ノψ η一は 「後 の」

ωｏｏｒは 「リー フ」 の 意 味 で あ る。

22 

23 

25 

27

Ferainap*

 Seran*

Fais*

（フ ァラ ラ ップｉ環礁 ）

（ソロ ール 環礁 ）

（フ ァイ ス 島）

Kafurhur （架空の島）

667
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28 Yappungun  yaseman  yimwai  SOwuferainap

こ とばの 意味 自体 は，「フ ァ ラ ラ ップ島 の 人 の 家 の戸 」 で あ る。 じつ は，

１匹 のニ シキ ヤ ッコ とい う魚

29  Yikowumwunek

１匹 の ア イ ゴ

（魚）

(rhiring: Pygoplites diacanthus)

 (nnek:  Siganus  sp.).

を あ らわ す 。

30 Yowureng

１匹 の ヒメ ジ

31 Noniworh

 (woomey:  Mulloidichthys  flavolineatus)  0

（ク ジ ラの群）

褐色をしたクジラの群

32 Repwas （ク ジ ラ）

(cchon  raw) c,

１匹 の ク ジ ラで ，背 中 が海 面 上 にで て お り，腐 って い る。

 woofanuan  Wenimeraw （オ リマ ラオｉ環礁）

（図 １２） Ｒ

１

６

７

９

Ｆａｉ　ｅｗ＊

 Pikene*

Piik*

（ガ フ ェル ト島）

（ウ エ ス ト ・フ ァー ユ 島 ）

（ピケ ロ ッ ト環礁 ）

 Ponowat* （プ ル ワ トｉ環石焦）

図 １２　 オ リマ ラオ環 礁 の ｗｏｏｆａｎｕｚｖと島嶼 群 の方位

６６８
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１１　 　 Ｓａｔａｗａｌ＊ （サ タ ワ ル 島 ）

１２　 　 １Ｖ６ηｚω鋤 砒 ＊ （ラ モ ト レ ッ ク環 礁 ）

１３　 　 ｙ碗６６∫＊ （エ ラ ー ト環 礁 ）

２２　 　ｙｚｆ９’ｎｕｋ＊ （イ フ ァ ル クｉ環 礁 ）

２３　 　 Ｗ ｅｎｅ１ａ＊ （ウ ォ レ ア イ環 礁 ）

２７　 ＦｅｒａｉｎａＰ＊ （フ ァ ラ ラ ッ プ 環 礁 ）

 woofanuan  Yenoot

（図１３）　 Ｅｐ

　 　５　 　濡 セ擁 ＊ （ウエ ス ト ・フ ァー ユ 島）

　 　６　 　Ｐｉｉｋ＊ （ピケ ロ ッ ト環 礁 ）

　 １１　　 ハτ伽 ω４励ｏん＊ （ラモ トレ ック環 礁 ），Ｓａｔａｗａｌ＊ （サ タ ワル 島）

　 ２４　 　 聯 励 歴 （イ フ ァル ク環礁 ）

　 ２５　 　Ｗｅｎｅ１ａ＊ （ウ ォ レア イｉ環礁 ）

　 ２９　　 〃珈加 ６γ６ω＊ （オ リマ ラオ環 礁 ），ＦｅｒａｉｎａＰ＊ （フ ァ ラ ラ ップ環 礁 ）

　 ３２　　 Ｆａｉ　，ｅω＊ （ガ フ ェル ト島）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｇａｆｅｒｕｔ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３　 　 １　 ２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３１　　　　　　　　　
３

　　　　　　　　　　　　　　　３０　 　　　　　 　　　　　 　　 ４，
０１ｉｍａ「ａ・，　Ｆａ「ａｕｌｅｐ　２９ 　 　 　 　 　 　 　 ＳＷｅ・ｔ　Ｆ・ｙ・

　　　　　　　　　　２８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６Ｐｉｋｅｌｏｔ

　　　　　　　　　２７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７

　　　　　　　　２６　 ９　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ８

　　Ｗｏｌｅａｉ　２５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ９

　　　１ｆａｌｕｋ　２４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量０

　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１Ｌａｍｏｔｒｅｋ，　Ｓａｔａｗａ１

　　　　　　　　　　２２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｒ２

　　　　　　　　　　　　　２１　　　　　　　　　　　　　　　　　 １３

　　　　　　　　　　　　　　　２０　　　　　　　　　　　　　 １４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９ １８ １７ １６ １５

図 １３　 エ ラー ト環礁 の ωｏｏｆａｎＵｔＶと島嶼 群 の 方位

６６９
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 woofanuan  Nomwechok （ラモ トレ ック環 礁）

（図 １４）　 Ｅｐ

　 　 ４　 　 １）ゴ融 擁 ＊ （ウ エ ス ト ・フ ァ ー ユ 島 ）

　 　 ５　 　 Ｐｉｉｋ＊ （ピケ ロ ッ ト環 礁 ）

　 　 ９　 　１）ｏｎｏｗａｔ＊ （フ。ノレワ トｉ環礁 ）

　 １０　 　 Ｓａｔａｗａｌ＊ （サ タ ワ ル 島 ）

　 ２６　 　 ｙ珈６６彦＊ （エ ラ ー ト環 礁 ）

　 ２８　 　レＶｅｎｉｍｅγ６ω＊ （オ リマ ラ オ 環 礁 ）

　 ３１　 　 Ｆａｉ　ｅω＊ （ガ フ ェ ル ト島 ）

 woofanuan  Pikene （ウ エ ス ト ・ フ ァ ー ユ 島 ）

（図 １５）　 Ｉｋ

　 　ｌ　　 Ｓａｉ　ｅ’ｎ＊ （サ イパ ン島 ）

　 　４　　 Ｗｏｒａｎｉ　ωｏ’Ｐω （リー フ）

　 　９ Ｙａアｕｔａ （海 ）

　 ・１４　 　Ｓａｔａｗａｌ＊ （サ タ ワル 島）

　 １７　　　　Ｗｅｎｉｋｉ　　（リー フ）

　 　 　 　 　 サ タ ワル 島南 方 の漁 場 で カ ッオ や マ グ ロが よ く とれ る。

　 １９　 　２Ｖ６η２ω４読ｏん＊ （ラモ トレ ッ ク環 礁 ）

図 １４　 ラ モ トレ ック環 礁 の ωｏｏｆａｎｕω と島嶼 群 の方 位

６７０
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，

図 １５　 ウ ェス ト ・フ ァー ユ島 の ωｏｏｆａｎｔｔＷ と 島嗅群 の方 位

２０　 　ｙ６π６６∫＊ （エ ラ ー トｉ環 石焦）

２３　　 Ｗ ｏｍｎｉｋａｌｕｓｏｍｗ （リー フ）

２８　 　 Ｆα砂８ω＊ （ガ フ ェ ル ト島 ）

３１　 　 Ｃｈｉｎｉ　ｏ’ｎ＊ （テ ニ ア ン 島 ）

 woofanuai  Satawal （サ タ ワル 島）

（図 １６）　 Ｉｋ

　 　ｌ　 　Ｙｑｖｕｔａｉ　ｎｅｍｅｔａｗ （海）

　 　 　 　 　 「妙吻 と 同 じで ， サ タ ワル 島 民の 利 用 す る好 漁 場 。

　 　４　　１）ｉｉｋ＊ （ピケ ロ ッ ト環 礁 ）

　 　５　　 レＶｏｎｉｐｉｋ （リー フ）

　 　 　 　 　 サ タ ワル 島民 の利 用 す る好 漁場 。 波 は な く静 か で あ る （　　　　　　ノ　ノ　　　ノ■ｅｓｅ　ｎｏｏｎｏ）。

　 　 ６　 　 Ｗ ｕｎｏωｕｎ＊ （ウル ル環 礁）

　 　 ７　 　ＰｕｎｎａＰ＊ （プ ン ラ ップ 環 礁）

　 　 ８　　Ｐｏｎｏｗａｔ＊ （ラρル ワ ト環 礁 ）

　 　 ９　 Ｒｕｕｋ＊ （トラ ック諸 島）

　 　 　 　 　 トラ ック諸 島の な か で も， と くに モエ ン島 を さす 。

６７１
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図 １６　 サ タ ワル 島の ｔｖｏｏｆａｎｔｔω と島嗅 群 の 方位

２０　　 Ｗｅｎｉｋiy　（リー フ）

　 　　　ｗ ｏｏｆａｎｕａｎ　Ｐｉｋｅｎｅ’を参 照 。

２４　 　 １Ｖ６ηｚωｏπ砂ｏ腕＊ （ラモ トレッ ク環 礁ｉの 島）

２５　　 Ｍ ｅｓａｉｎａｙａｎｕ （水 道 ）

　 　　　ｗ ｏｅｆａｎｕａｎ　ｙ旋 π眈 を参 照。

２６　Ｎｏｍｗｅｃｈｏｋ＊ （ラモ トレ ック環 礁）

２７　 　Ｐｗｕｕｋ＊ （プ ー ク島）

　 　　　 ラモ トレ ック環 礁 の Ｐｕｇｕｅ 島 。

２８　 　Ｗｅｎｉｍｅｒｏｗ＊ （オ リマ ラ オ環礁 ）

３０　 　Ｆａｉｙｅｗ＊ （ガ フ ェル ト島 ）

３２　　Ｐｉｋｅｎｅ＊ （ウエ ス ト ・フ ァ ーユ 島）

 woofanuan Piik

（図 １７）

１

２

３

４

 1k

（ピケ ロ ッ ト環 礁 ）

 Woranimar 

 Woranifiwun

 Tfatun 

 Nemaye

（リ ー フ）

（リ ー フ）

（リー フ ）

（リ ー フ）

６７２
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図 １７ ピケ ロ ッ ト環礁 の ωｏｏｆａｎＵｔＶと島嗅 群 の方 位

５　　 Ｗ ｏｒａｉｎａｍ （リー フ ）

６　 　 Ｍ’Ｔｏｒａｎｉ　ｗｕｒｈｕψｗｕｒｈ （リー フ），　 Ｍ・ｌｕｎｏｗｕｎ＊ （ウ ル ル 島 ）

７　 　 Ｙａｕｎｕｍａｅ （不 明 ）

９　 　 Ｐｉｓｉｒｈａｒ＊ （ピ セ ラ ル 島 ）

１１　 Ｓａｐｉ　 ｍｅｎｏｎ （リー フ ），　ＰｏｎｎａＰ＊ （プ ン ナ ッ プ 環 礁 ）

１２　 　 Ｗ ｏｒａｆｉｒｈ （リー フ ），　Ｐｏｎｏωａｔ＊ （プ ル ワ ト環 礁 ）

１３　 　 Ｗ ｏｒａｎｉｍｗａｒｈ （リー フ）

１４　 　 Ｒｕｗｅｔａｎ／ａψｉｎａｎＣｉ’ （リー フ），　Ｓｏωｕｋ＊ （プ ル ス ク 環 礁 ）

１５　 　 Ｗ ｕｎｇ４ｎｉＰａｒｈ （リー フ ），　 Ｗ ｏｒａｉｒｈａｎｇ （リー フ）

１６　 　 Ｗ ｏｎｉｍａｎ （リ ー フ）

１７　　　　レ」／ｂｒｄｅｉｓａｗ　（リ ー一フ）

１８　 　 π γ加 η （不 明 ）

１９　 　 Ｗ ｏｒａｎｉｉｋ （リー フ）

２０　 　 Ｗ ｏｒａｉｒｅＰａｒｈ （リー フ），　Ｓａｔａωａｌ＊ （サ タ ワル 島 ）

２１　　 Ｗ ｅｎｎａｎｕｔ （リー フ）

２２　 １）ωａＰωａｉｎｅｍｅｔａｔＶ，２Ｖ６ητω４読 ｏん＊ （ラ モ ト レ ッ ク環 礁 ）

２５　　　　Ｐｉａｎｆａｉｍｗ６　（リ ー フ）

６７３
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２７　 　 Ｍ ｏｗｕｅｃｎ （リー フ）， １勉砂６ω＊ （ガ フ ェル ト島 ）

２８　 　 レレｂ７αηψω６ρω （リー フ）

２９　 　 Ｊ’Ｖｏｒａｔｉｗ （リー フ）

３０　 　 Ｗ ｏｒａｉｔｉｋｉｎｉｍａｎ，　Ｋｕｗａａｍ＊ （グ ア ム 島 ）

３１　　 Ｗ ｏｒｏ’ｒｈｏｒ （リー フ ），　 Ｎｕｔａ＊ （ロ タ 島 ）

３２　 　 Ｗ ｏｒａｉｓａｉｔｔｅ （リ ー フ）， ５ｉαψ動＊ （サ イ パ ン 島 ）

 woofanuan Ponowat （プノレワ　ト環 礁 ）

（図 １８）　 Ｉｋ

　 　４ Ｗ ｏｎｏｗｕ＊ （オ ノ環 石焦）

　 　５　　 Ｐｉｓｉｒｈａｒ＊ （ピ セ ラル 島）

　 　６　　 Ｆａｉ　ｅω＊．（イ ー ス ト ・フ ァーユ 島 ）

　 　 　 　 　 ガ フ ェル ト島 は 同 じ く Ｆａｉ　ｅω で あ る が ，　Ｆ吻 ６ω諭 加 ん， こ の 島 は

　 　 　 　 Ｆａｉ　ｅωａｉｎ と よん で 区別 す る。

　 　７　　 Ｗ ｏｔｏｎ８ （リー フ），　Ｐｉｉｓ＊ （ピー ス 島）

　 　 　 　 　 トラ ック諸 島 の大 環 礁 の北 端 に あ る島 。

　 　９　 Ｒｕｕｋ＊ （トラ ック諸 島）

　 １２　 Ｎａｍωｏｎｕｋ＊ （ナ モ ヌ ク環 礁）

図 １８　 プル ワ ト環 礁 の ｗｏｏｆａｎＵｔＶと 島嗅 群 の方 位

６７４
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１６　 　 Ｓｏωｕｋ＊ （フ。ル ス ク ｉ環 礁 ）

１８　 　 ＦａａＰａｒ （リー フ ）

１ｇ　 　 Ｙａｐｉｎｉｍａｙｅｆｏｒ （リー フ の 切 れ 目 で 底 の み え な い 深 い と こ ろ）

２０　　 Ｗ ｕｒｈｏωｕｒｈａｎ （リー フ ）

２３　 　 Ｙｏｏｒｈｕｐｉｋ＊ （ヨ ー ル ピ ッ ク 環 礁 ），

２４　 　 Ｓａｔａｗａｌ＊ （サ タ ワ ル 島 ）

２５　 　２Ｖ６観ω４６ｈｏん＊ （ラ モ ト レ ッ ク 環 礁 ）

２６　 　 Ｗ ｅｎｉｍｅｒｏ’ω＊ （オ リマ ラ オ 環 礁 ）

２７　 　 Ｒｕωｅｔａｎ　２ａｐｉｎａｎｅｉ （リー フ ）， 測 融 擁 ＊ （ウ エ ス ト ・フ ァ ー ユ 島 ）

２８　 　 ｐｉｉｋ＊ （ピ ケ ロ ッ ト環 礁 ）

３０　 　 Ｎｅｎｏｎ （海 域 の 名 前 ）

３１　　 Ｆａｙｕｎ　ｋｉｔｉｐω （リー フ）

　 　 　 　 ル ワ ト ・ リ ー フ の 東 端

３２　　 Ｍ ｅｒｕｔｉｗｅｕ　２ａｆｉｎｉｎｏ （リー フ）

　 　 　 　 ル ワ ト ・ リー フ の 西 端

 woo  fanuai Sowuk

（図 １９） Ｅｗ

（プル ス ク環 礁 ）

図 １９　 プ ル ス ク環 礁の ωｏｏｆａｎｕω と島嶼 群 の 方位

６７５
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１　 　１）ｏｎｏｗａｔ＊ （プル ワ ト環 礁）

２　 ’Ｔａｍａｔａｍ＊ （タ マ タ ム 島）

３　 　 Ｍ ａｋｕｒｈ＊ （マ グル 島）

４　 　 Ｐｉｓｉｒｈａｒ＊ （ピセ ラル 島 ）

５　　 Ｆａｉ　ｅω＊ （イ ース ト ・フ ァー ユ島）

６　 Ｒｎｕｋ＊ （トラ ック諸 島）

７　　　π どηω０７６），ｄｅｔｒ　（リー フ）

９　 　 ハ彰励 ＊ （ネマ 島）

１１　 ハ噛６ρω＊ （ロサ ップ環 礁）

１２　 　 ！Ｖａｍｗｏｎｕｋ＊ （ナモ ヌ ク環 礁 ）

１３　 　．Ｋｕｔｉｗ＊ （ク テ ィ ウ島）

１４　 　１）ｉｋｉｒａｍ＊ （カ ピ ンガ マ ラ ンギ環 礁 ）

１５　 　 １Ｙｉｒｏｓ （架 空 の 島）

　 　 　 　 プル ス ク環礁 の南 に は， リー フ以 外 に島 はな い 。

１７　 　 Ｆａｎｕｗａｉｔａａｍ （架 空 の 島）

　 　 　 　 「カヌ ーの腕 木 の島 」 とい う意味 で， 海 図 上 に は な い架 空 の 島 で あ る。

２５　 　Ｙｏｏｒｈｕｐｉｋ＊ （ヨール ピ ック環 礁）

２７　　　　１Ｖ６ｍｚｖｏｎｉ　ｏｒｈ　（海 域 ）

２８　 　Ｓａｔａωａｌ＊ （サ タ ワル 島 ）

２９　　１）伽 磁 ＊ （ウエ ス ト ・フ ァー ユ島 ）

３０　 　Ｐｉｉｋ＊ （ピケ ロ ッ ト環 礁）

 woofanuai Tamatam （タマ タ ム島）

（図 ２０）　 Ｅｐ

　　５　　 １）ｉｓｉｒｈａｒ＊ （ピ セ ラル 島）

　　６　　 Ｅα加 ω＊ （イ ー ス ト ・フ ァー ユ 島）

　　７　 　Ｎ６ｍωｉｎ＊ （ノ ム イ ンｉ環礁 ）

　　９　 　 Ｙａｒａｗ＊ （コ シ ヤエ 島）

　 １４　 　Ｋｕｔｉｗ＊ （ク テ ィ ウ島）

　 １５　　Ｙｅｔｔａａｎ＊ （エ タ ー ルｉ環石焦）

　 １６　　 １Ｙｉｒｏｓ （架 空 の 島）

　 １８　 　Ｓｏｗｕｋ＊ （プル ス ク環 礁 ）

６７６



秋道　　サタワル島における伝統的航海術の研究

図２０　 タマタム環礁の ｗｏ（廊繊ω と島嶼群の方位

２１　 　 １）ｏｎｏωａｔ＊ （プ ル ワ ト環 石焦）

２７　 　 １）ｉｉｋ＊ （ピケ ロ ッ ト環 礁 ）

 woofanuan  Punnap （プ ンナ ップ環 礁 ）

（図 ２１）　 Ｅｐ

　　 ２　 Ｗｕｎｏｎｖｎ＊ （ウル ル 島）

　　 ３　　　ル ∫か６∫ （リー フ）

　　　　　　 波 が高 い。

　　 ４ Ｆａｉｎｉ　ａｓ （リー フ）

　　　　　　 波 が高 い。

　　 ５　　 Ｐｉｓｉｒｈａｒ＊ （ピセ ラル 島）

　　 ６　　 Ｅαψ６ω＊ （イ ース ト ・フ ァ ーユ 島）

　　 ７　 　ハｒ６２ηω漁＊ （ノ ム イ ン環礁 ）

　　 ９　 　Ｐｉｉｓ＊ （ピース 島）

　　　　　　 トラ ック大 環礁 の北 端 に位 置 す る。

　 １０　 Ｒｕｕｋ＊ （トラ ック諸 島）

　 １１　　 嘱 ηωｏγ６ノ露７ （リー一フ）

　 １３　 　Ｎａｍωｏｎｕｋ （ナ モ ヌ ク環 礁ｉ）

６７７
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図 ２１ プ ンナ ップ環 礁 の ｔｖｏｏｆａｎｕω と島嶼 群 の方 位

１４　　 Ｋｕｔｉｗ＊ （ク テ ィ ウ島）

１８　 　Ｓｏωｕｋ＊ （プ ル ス ク環 礁 ）

２１　　 Ｐｏｎｏｗａｔ＊ （プル ワ ト環 礁 ）

２３　　 Ｓａｔａωａｌ＊ （サ タ ワル 島）

２７　 　１）ｉｉｋ＊ （ピケ ロ ッ ト環礁 ）

 woofanuan Wunowun （ウル ル 島）

（図 ２２）　 Ｉｋ

　 　４　　 Ｍ ａｋｕｒｈ＊ （マ グル 島）

　 　８　 　Ｐｉｓｉｒｈａｒ＊ （ピセ ラル 島）

　 　９　 　！Ｖ６ｍｗｉｎ＊ （ノ ム イ ンｉ環礁）

　 １１　　 Ｒｕｕｋ＊ （トラ ック諸 島 ）

　 １８　 　１）ｕｎｎａＰ＊ （プ ンナ ップ環 礁 ）

　 １９　　Ｐｏｎｏωａｔ＊ （プ ル ワ ト環 礁 ）

　 ２２　 　Ｓａｔａｗａｌ＊ （サ タ ワル 島）

　 ２３　 １Ｖ６ｍωｅ’ｃｈｏｋ＊ （ラモ トレ ック環礁 ）

　 ２４　 　Ｐｉｉｋ＊ （ピケ ロ ッ ト環 礁 ）

６７８



秋道 ・ サタワル島における伝統的航 海術の研究

図 ２２　 ウル ル島 の ωｏｏｆａｎｕω と 島娯 群 の方 位

 woofanuan Makurh （マ グ ル島）

（図２３）　 Ｅｐ

　　 ５　 　レμ加 αηω＊ （オ ナ リ島 ）

　　 ９　 　＆６６η （不 明 の 島）

　 １２　 　Ｆａｉ　ｅω＊ （イ ース ト ・フ ァ ーユ 島）

図 ２３ マ グル 島 の ωｏｏｆａｎｕω と島嶼 群 の 方 位

６７９
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１３　 　 〃 伽 ｏωπ＊ （オ ノ 島 ）

１４　 　 １）ｉｓｉｒｈａγ＊ （ピ セ ラ ル 島 ）

 woofanuan Pisirhar （ピセ ラル 島）

（図２４）　 Ｅｐ

　　８　　Ｆａｉ　ｅｗ＊ （イ ース ト ・フ ァーユ 島）

　 １０　 　２Ｖ６ｍωｉｎ＊ （ノ ム イ ン環礁 ）

　 １３　　 Ｒｕｕｋ＊ （トラ ック諸 島）

　 ２０　 Ｓｏωｕｋ＊ （プ ル ス ク環 礁 ）

　 ２１　 　１）ｏｎｏωａｔ＊ （プル ワ ト環 礁 ）

　 ２５　 　Ｐｉｉｋ＊ （ピケ ロ ッ ト環 礁 ）

　 ２６　　 Ｗ ｕｎｏｗｕｎ＊ （ウル ル 島）

　 ３０　 　Ｍ ａｋｕｒｈ＊ （マ グル 島）

　 ３２　　 ” 伽 αηπ＊ （オ ナ リ島）

 woofanuan  Mwihine （ム リノ環 礁）

（図 ２５）　 Ｅｐ

　 ｌｌ　 　 Ｔｅｎｅｍａｒｈ＊ （不 明 の 島）

図２４　 ピセ ラル 環礁 の ω・ｏｆａｎｕｗ’と島嗅 群 の方 位

６８０



秋道　　サタワル島における伝統的航海術の研究

図 ２５　 ム リノ環礁 の ｔｖｏ・ｆａｎｕω と島嶼 群 の方 位

１３　 　 Ｗ ｏｒｅ’ｎｕｋ＊ （オ ロル ク環 礁）

１７　 　Ｎａｍｗｏｎｕｋ＊ （ナモ ヌ ク環 礁）

１８　 ハ彦∫６ρω＊ （ロサ ップ環 礁 ）

１９　 　 Ｎ物ｍど＊．（ネ マ 島）

２０　 Ｒｕｕｋ＊ （トラ ック諸 島）

２２　 　Ｎ６ｍωｉｎ＊ （ノ ム イ ン環 礁 ）

 woofanuan Ruuk （トラ ック諸 島）

（図 ２６）　 Ｅｗ

１　 Ｆａｎａｗａｎａｗａｎ＊ （不 明 の 島 ）

２　 　２Ｖ６ｍｗｉｎ＊ （ノ ム イ ン環 礁 ）

３　 　 Ｗ ｕｎａｎａ＊ （オ ナ リ島 ）

４　 　 １～πω６ （リー フ）

５　 　 ７灘 η ω０７６ク４４７ （リー フ）

６　 　 ！＞ｌｌωｕｍωｕｎ　ｋｏｗａｓ （リ ー フ）

８　 　 Ｗ ｏｒｏ’ｎｕｋ＊ （オ ロ ル ク 環 礁 ）

９　 　 Ｆ６π（ψ６ゴ＊ （ポ ナ ペ 島 ）

１１　 　 ハ形解４＊ （ネ マ 島 ）

６８１
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図 ２６　 トラ ック諸 島 の ωｏｏｆａｎｕｗ と島 懊群 の 方位

１２　 　 Ｎｇｓ６Ｐｗ＊ （ロ サ ッ プ 環 礁 ）

１３　 　Ｎａｍｗｅｎｕｋ＊ （ナ モ ヌ ク環 礁 ）

１４　 　 ルｆω６６ｆ＊ （モ ー ト ロ ッ ク 島 ）

１５　 　 Ｋａｔｉω＊ （ク テ ィ ウ 島 ）

１６　 　 １）ｉｋｉｒａｍ＊ （カ ピ ンガ マ ラ ン ギ 環 礁 ）

１７　 　 Ｙｉｒｏｓ （架 空 の 島 ）

２２　 　 Ｓｏωｕｋ＊ （プ ル ス ク 環 礁 ）

２３　 　 Ｗ ｕｒｈｏωｕｒｈａｎｇ （リー フ ）

２５　 　 Ｓａｔａｗａｌ＊ （サ タ ワル 島 ）

２６　 　 Ｐｏｎｏωａｔ＊ （フ。ル ワ トｉ環礁 ）

２７　 　１）ｕｎｎａＰ＊ （プ ン ナ ップ 環 礁 ）

２８　 　 Ｍｉｌｕｎｏωｕｎ＊ （ウ ル ル 島 ）

２９　 　 １）ｉｓｉｒｈａｒ＊ （ピセ ラ ル 島 ）

３０　 　 レＶｏｎｏωｕ＊ （オ ノ 島 ）

３１　 　 Ｆ⑳ ６ω＊ （イ ー ス ト ・フ ァ ー ユ 島 ）

 woofanuan  Nesopw （ロサ ップ環 礁 ）

（図 ２７）　 Ｅｐ



秋道　　サタワル島における伝統的航海術の研究

図２７　 ロ サ ップ環 礁 の ωｏｏｆａｎｕω と島嶼 群 の方 位

１　 　 Ｗ ｕｎａｎｕ＊ （オ ナ リ島 ）

２　 　 Ｍ ｗｉｒｈｉｎｅ’＊ （ム リ ノ 環 礁 ）

５　 　 Ｔｅｎｅｍａｒｈ （リー フ）

６　　 Ｗ ｏｒｏ’ｎｕｋ＊ （オ ロ ノレク ｉ環 石焦）

７　 　 Ｆ６η（ψθε＊ （ポ ナ ペ 島 ）

１４　 　 Ｗ ｏｒａｎｉｐｉｉｔａ （リー フ ）

１６　 　Ｎａｍωｏｎｕｋ＊ （ナ モ ヌ ク ｉ環礁 ）

２０　　 Ｗ ｏｒａｎｉｐｉｔｉｗ （リー フ）

２４　 　 Ｓｏｗｕｋ＊ （プ ル ス ク ｉ環 礁 ）

２８　 　 Ｒｕｕｋ＊ （』トラ ッ ク諸 島 ）

２９　 　 Ｎｅｍ９＊ （ネ マ 島 ）

３１　 　Ｎ ６ｍωｉｎ＊ （ノ ム イ ン環 礁 ）

 woofanuan Namwonuk （ナ モ ヌ ク環 礁）

（図２８）　 Ｒ

　 ｌ　　 Ｍ ω∫７痂η潜 （ム リノ環礁 ）

　 ５　　 Ｔｅｎｅｍａｒｈ （リー 一 フ）

　 ７　 　 Ｆ６πψ厩＊ （ポ ナペ 島）

６８３
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図２８ ナ モヌ ク環 礁 の ωｏｏｆａｎｕω と島嶼 群 の方 位

１２　 　 Ｙｉｎｇａｒｉｋ＊ （ンガ テ ィ ッ ク環 礁 ）

１３　　 Ｎｕｋｕｎｏｒ＊ （ル ク ノ ー ル 環 石焦）

１４　 　 】Ｚｅｔｔａａｎ＊ （エ タ ー ル ｉ環 礁 ）

１５　 　 １（ｕｔｉω＊ （ク テ ィ ウ 島 ）

２５　 　 Ｓｏｗｕｋ＊ （プ ル ス ク 環 礁 ）

２８　 　 １）ｏｎｏｗａｔ＊ （プ ル ワ ト環 礁 ）

２ｇ　 Ｒｕｕｋ＊ （ト ラ ッ ク 諸 島 ）

３１　 ハ碗 ６ρω＊ （ロ サ ッ プ 環 礁 ）

 woofanuan Nukunor （ノレク ノ ー ノレ環 石焦）

（図 ２９）　 Ｅｐ

　 　２　 　 Ｗｏｒｏ’ｎｕｋ＊ （オ ロル ク環 礁）

　 　６　　 Ｆｏ’ｎｏＰｅｉ＊ （ポ ナ ペ島）

　 　ｇ　 　Ｙｉｎｇａｒｉｋ＊ （ンガ テ ィ ック環 礁）

　 １５　　 ＡＴｕｋｕｗｏｒｈ＊ （ヌ クオ ロｉ環礁 ）

　 １７　 　Ｐｉｋｉｒａｍ＊ （カ ピ ンガ マ ラ ンギ環 礁）

　 ２８　 　Ｓｏωｅｃｋ＊ （プ ルス ク環礁 ）

６８４



秋道　　サタワル島における伝統的航海術の研究

図 ２９　 ル ク ノ ール 環礁 の ωｏｏｆａｎｕｗ と島嶼 群 の方 位

 woo  fanuan  WorOnuk （オ ロル ク環 礁）

（図 ３０）　 Ｉｋ

　 　 ４　　 Ｗ ｅｒａｉｓｅｆａｎｇ （リー フ ）

　 　 ５　　 Ｙｅｒａｒ （リー フ ）

　 　 ６　　 Ｒａｎｕ （リ ｔ－一一フ）

　 　 ７　 　 Ｗ ｅｒａｉｓｉｐωｕｎｕω （リ ー フ）

　 　 ９　 　 Ｗ ｅｒａｉｎｉｋｅｒｈｉｋｅγｈ （リー フ）

　 １１　 　 Ｆ６π｛ψ認 ＊ （ポ ナ ペ 島 ）

　 １２　 　 Ｐｅｒｈａｉｎａ＊ （ペ ラ イ ナ 島 ）

　 　 　 　 　 　 ンガ テ ィ ッ ク 環 礁 の １つ の 島 。

　 １３　 　 Ｙｉｎｇａｒｉｋ＊ （ンガ テ ィ ッ ク 環 礁 ）

　 １４　 　 ＭｌｏｒａｎｉＰｗａｉ　ｏｎ （リ ー フ）

　 １５　　　　１レＶｅｒａｎｉｐωｏｒ　（リー フ）

　 １６　　　１）ｗｏｒｈ （リー フ ）

　 １７　 　 ．～〉厩ん祝ωｏγぬ＊ （ヌ ク オ ロｉ環 礁 ）

　 １８　 　 Ｎｕｋｕｎｏｒ＊ （ノレク ノ ー ノレｉ環 石焦）

　 １９　 　 Ｋｕｔｉω＊ （ク テ ィ ウ 島 ）

　 ２１　 　１Ｖａｍｗｏｎｕｋ＊ （ナ モ ヌ ク環 礁 ）

６８５
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図 ３０　 オ ロル ク環 礁 の ｔｖｏｏｆａｎｕω と島嶼 群 の方 位

２２　　 Ｗ ｏｒａｎｉｐｉｉｔａ （リ ー フ）

２３　 　 １％ 耀 ＊ （ネ マ 島 ）

２４　 　 Ｒｕｕｋ＊ （ト ラ ッ ク 諸 島 ）

２５　 　 Ｐｉｓａｎ ωｏｒａｆａｎｇ＊ （不 明 の 島 ）

２７　 　Ａ１６ｍｗｉｎ＊ （ノ ム イ ンｉ環 礁 ）

２８　 　 Ｗ ｕｎａｎｕ＊ （オ ナ リ島 ）

２９　 　 Ｍ ωｉｒｈｉｎｅ’＊ （ム リノ 環 礁 ）

３０　 　 Ｗ ｏｒａｎｉｍａｍ （リ ー フ）

３２ｔ　 　Ｔｅｎｅｍａｒｈ （リー フ ）

 woofanuan  Fonopei （ポ ナペ 島）

（図 ３１）　 Ｅｐ

　 　４　 　Ｗｕｃｈｕｎａｎｇ＊ （ウ ジ ェ ラ ン環 礁 ）

　 　５　　Ｒｈｏｎｇｏｒｈｉｋ＊ （ロ ゴ リッ クｉ環石焦）

　 　６　　ＲｈｏｎｇｏｎａＰ＊ （ロゴ ナ ップ環 礁 ）

　 　 ９　　　Ｒａｎｉｗｉｔ＊　（ヤ ノレー ト環 石焦？）

　 １１　　Ｍ ωａｋｉｎ＊ （モ キ ール 環 礁）

　 １２　　 ｙ加α拶＊ （コ シ ヤエ島）
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図３１ ポナペ島の ｚｖｏｑｆａｎｕω と島懊群の方位

　　　 （Ｅｐの情報 のみを記述 。）

１ｇ　 　 Ｐｉｋｉｒａｍ＊ （カ ピ ン ガ マ ラ ンギ 環 礁 ）

２０　 　 １Ｖａｓｋｕωｏｒｈ＊ （ヌ ク オ ロ環 礁 ）

２２　 　 Ｙｉｎｇａｒｉｋ＊ （ンガ テ ィ ッ ク環 礁 ）

２５　 Ｒｅｅｕｋ＊ （ト ラ ッ’ク 諸 島 ）

２７　 　 Ｈｅｒｅｎ＊ （オ ロル ク 環 礁 の １島 ）

Ｒ の 情報 で は ，上 記 の結 果 とす こ し異 な って い る。

２　 　 Ｓｏ’ｚｖｕｆ６ｎｏＰｅｉ （リー フ）

３　 　 Ｎｅｗｕｍｗｕｎ　ｋｏｗａｓ （砂 地 ）

６　 　 Ｍ ｗａｋｉｎ ωｏｒａｒｈ＊ （島 ）

　 　 　 　 １）ａｋｉｎ 環 礁 か ？， ハ砂 励α ｍａａｎ （１匹 の ト ン ボ ）

９　 　 Ｍ ｗａｋｉｎ　Ｐａｎｇａψａｎ　ｌ＊ （島 ）

　 　 　 　 モ キ ー ル 環 礁 の １島 か ？

１１　 　 Ｙａｒａω＊ （コ シ ヤ エ 島 ）

２０　 　 Ｙｉｎｇａｒｉｋ＊ （ン ガ テ ィ ッ ク 環 礁 ）

２１　 　 １Ｖａｍωｏｎｕｋ＊ （ナ モ ヌ ク環 礁 ）

２３　 　 Ｎｇｍ９＊ （ネ マ 島 ）

２７　 　 躍 ∂ｒ６π眈 ＊ （オ ロル ク 環 礁 ）

６８７
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２９

３１

Pwuroniman

Tenemarh

（ク認 とよばれる鳥の群）

（リー フ ）

2. yitimetaw と島襖間海域名称

ｙｉｔｉｍｅｔａω で は，原 則 と して相 異 な る ２つ の 島 の 間 に あ る海 の名称 が言 及 され る。以

下 ，筆 者 の え た 資料 で もっ と も西 に位 置す る フ ィ リピ ンー パ ラオ 間 の 名称 か ら順 次 ，

東 の ほ うへ と記 載 す る。 海 の名 称 自体 に 関す る意 味 は で き る だ け記述 した。 図３２に は ，

これ らの結 果 を 番 号 で しめ して おい た。

(1) Metawan  yatinga: フ ィ リピ ン とパ ラオ ， お よ び フ ィ リピ ン とパ ラオ の

南西諸島

ノａｔｉｎｇａ は， 網 の一一Ｐｔで ， 航 海 の さ い漂 流 す る と， か な らず最 終 的 に フ ィ リピ ンに

着 く （網 に か か る） こ とか らそ の よ う に名 づ け られ た 。 な お ， パ ラオ の 南 西 諸 島 に

は， Ｓｏｎｇｏｒｏ’ｎ （ソ ンソ ロル 島），　 Ｋａｔｏｋｏｐωｅｉ （トビ島 ），　Ｐｐωｕｎ （プ ロ ・ア ンナ島），

Ｍ ｅｒｈｉｅｒｈ （メ リル 島） がふ くま れ る。

(2) Metaw  mwaan: パ ラオ諸島とヤップ島

　 ｍｗａａｎは 「男 」の 意味 で ， この 海 は 波 が荒 く，男 だ けが航 海 で きた 。 イ カダ （ｆｅｆａｓ）

で ， ヤ ップ 島 の男 た ちが パ ラオ に ゆ き，石 貨 を は こん だ こ とは よ く し られ て い る。 少

年 の ころパ ラオ に い って ， 白 髪 にな って も ど る こ と もあ り， 困 難 な航 海 を と もな う と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

考 え られ て い た よ う で あ る 。 Ｄａｍ ｍ に よ る と ， こ の 海 域 は ｍｅｔｄｉｕｅ　ｕ〃ｍａｌｅ と記 載 さ

れ て い る ［ＤＡＭＭ　ｅｔ　ａｌ． １９３８：１７４］。

(3)  Metawan  rhuwpen: ヤ ップ 島 と ウル シー環 礁

Ｐｅｎは 「軽い」の意味で，体の丈夫なものはこの海をカヌーで往復航海できたとい
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

う 。 Ｄ ａｍ ｍ に よ る と ， こ の 海 域 は ｍａｔｅｕａｒｉ　ｒｕｅｐａｂｅ と あ る ［ＤＡＭＭ　ｅｔ　ａｌ． １９３８：

１・７４ｒ］。

(4) Metaw mwarhafar: ウル シー環 礁 とフ ァイ ス島

　 ｍｗａｒｈａｆａｒは ミヤ コテ ング とい う魚 で （Ｎａｓｏ　ｌｉｔｕｒａｔｕｓ）， この 海 は小 さ い が波 荒 く，

流 され て しま う。 ち ょ うど ，初ωα擁ψ γと い う魚 を手 で つ か ん で も， 魚 が尾 をつ か っ

て暴 れ るさ ま に にて い る 。 イ フ ァル ク環 礁 で は， この 海域 を や は り Ｍ ａｒｅｖａｒとよぶ と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

あ る ［ＢｕＲＲｏｗ ｓ　ａｎｄ　ＳＰＩＲｏ　 １９５７：９６］。　 Ｄ ａｍ ｍ に よ る と こ の 海 域 は ｍｅｔａ－ｕｅ〃ｍａｒｅ

ノ

ｏ吻 θと記 載 され て い る ［ＤＡＭＭ　ｅｔ　ａｇ・ １９３８＝１７４］。 ま た ， ヤ ップ島 と ヌ グー ル環 礁

との 問 の海 域 も同 じ名 で よ ば れ る。
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(5) Fanimwar: ウル シーｉ環礁 と ソ ロー ル環 礁

ｆａｎｉｍωａｒの 意味 は不 明 。

(6) Wanimwar:

wanzmwar

フ ァイ ス島 とソ ロー ル環 礁

の意味は不明。

(7) Metawan kinimwar: ソ ロ ー一ル 環 礁 と ヨ ー ル ピ ッ ク ｉ環 礁 ６）

ん師 は 「木を拾う・」の意味で，この海の航海が非常にやさしいことを航海者が誇張

して表現 したもの。他の海についても同じ表現が使われることがある。

(8) Fan  mekonn: フ ァイ ス 島 と ヨール ピ ッ ク環 礁

　ｍｅｋｏｎｎ の意 味 は不 明 で あ るが ， （９）， （１０）， （１１）に も ｍｅｋｏｎｎ とい う名 称 が つ け ら

れ て い る。ノ碗 は 「下 」 の 意 味。

(9)  Neemekonn: フ ァイス 島 と フ ァ ララ ップ 島

ｎｅｅは場 所 を あ らわす 接 頭辞 で あ る。　ｍｅｋｏｎｎの 意 味 は不 明。

(10) Yapini  mekonn: フ ァイス 島 と ウ ォ レァ ィ環 礁

！ａｐｉｎ は 「根 元 」 の 意 味 で ，　ｍｅｋｏｎｎ の 意 味 は 不 明 。 イ フ ァル ク環 礁 で は ， こ の 海 域

を Ｇａｐｉｌｉｍａｇｏｔｏ と よ ぶ と あ る ［ＢｕＲＲｏｗ ｓ　ａｎｄ　ＳＰＩＲｏ　 ｌ　９５７：９６］。　Ｄ ａｍ ｍ に よ る と

こ の 海 域 は ｋａｐｉｎｉ　ｍａ　ｋａｎｏ と記 載 さ れ て い る ［ＤＡＭＭ　ｅｔ　ａｌ・ １９３８：１７４］。

 (11)  Wan  mekonn: フ ァイス 島 とガ フ ェル ト島

ｗ６ｎは 「上 」の意 味 で，　ｍｅｋｏｎｎの意 味 は不 明 。しか し，以 上 の 点 か ら，　ｍｅｋｏｎｎを め ぐ

って ，「上 」，「根 元 」，「下 」，「～ で 」 とい う場 所 的 な 区分 が な さ れて い る こ とが わか る。

(12)  Metctwanipwun: ヨール ピ ック環 礁 と ウ ォ レア イ環 礁

ρω襯 は女 性 が腰 につ け る 「ベル ト」 の 意 味 で あ る 。 イ フ ァル ク環礁 で も この海 域

を Ｍ ｅｔａｅｃ　Ｅ　Ｌｉｂωｕｌ とよぶ とあ る ［ＢｕＲＲｏｗｓ　ａｎｄ　ＳＰＩＲｏ　１９５７：９６］。　Ｄａｍｍ に ょ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ク

る と， こ の 海 域 は 鋭６診励 ８ｎｉ　ｐｏｌｕ と あ る ［Ｄ ＡＭＭ　ｅｔ　ａｌ・ １９３８：１７４］。

(13) Fan yikimwoturh: ウ ォ レァ イ環礁 と フ ァ ララ ップ 環礁 ７）

２ｉｋｉｍωｏｔｕｒｈ は 「飛 ぶ 魚 」 の 意 味 で ， こ の 海 に イ ル カ や ボ ラ な ど の よ く跳 躍 す る魚

が い る た め で あ ろ う か ［秋 道 　 １９８１ｃ：９９］。　 イ フ ァ ル ク 環 礁 で は こ の 海 域 を Ｌｏ　Ｌｉ

６） Ｄａｍｍ に よ る と，　 ｍｅｔａ’”ｕｅ　ｎｉ　ｋｉｎｉ　ｍａｒｅ は ウォ レア イ環 礁 と ソ ロール 環礁 とのあ い だ の海 域 を

　 さす とあ る ［ＤＡＭＭ・ｅｔ・ａｌ． １９３８：１７４］。

７） Ｄａｍｍ に よ る と， フ ァラ ラ ップ環 礁 とイ フ ァル ク環 礁 との 間 の海 域 は 膨 痂 θραη面 と よば

　 れ る とい う ［ＤＡＭＭ　ｅｔ・ａｌ．　 ｌ　ｇ３８：１７４］。
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ｌｅｖαｎｇ と よ ぷ と あ る ［ＢｕＲＲｏｗｓ　ａｎｄ　ＳＰＩＲＱ　 ｌ９５７：９６］。　Ｄａｍ ｍ に よ る と ｆａｎｉｋｅ

　 　 ノ

ｍａｔＯｕｒｕ と あ る ［ＤＡＭＭ　ｅｔ　ａ９． １９３８：１７４］。

(14) Fan  yorhoma: ウ ォ レア イ環礁 とイ フ ァル クｉ環礁

２０’ｒｈｏｍａ は 植 物 の 名 称 で 学 名 は Ｐｉ　ｔｕｒｅｅｓ　ａｒｇｅｎｔｅｕｓで あ る。 イ フ ァル ク 環 礁 で も こ の

海 域 を Ｖａｌｅａｒｏａｍａ と よ ぶ と あ る ［ＢｕＲＲｏｗ ｓ　ａｎｄ　ＳＰＩＲｏ　 Ｉ　９５７：９６］。　Ｄ ａｍ ｍ に よ

る と ｆａｎｉ　ａｒｏｍａ ζ あ る ［Ｄ ＡＭＭ　ｅｔ　ａｌ・ １９３８：１７４］。

(15)  Yapini  metaw: オ リマ ラオ環礁 と フ ァ ララ ッフ。環礁

クａｐｉ一は ， 「後 」 の 意 味 で あ る 。 イ フ ァ ル ク環 礁 で は こ の 海 域 を Ｌｅｇａｒａｘ　Ｐｉｌｅｉｒｕｐ と

よ ぶ と あ る ［ＢｕＲＲｏｗ ｓ　ａｎｄ　ＳＰＩＲｏ　 ｌ９５７：９６］。

(16)  Yapinoyurhupw: イ フ ァル クｉ環礁 とエ ラー ト環 礁 ８）

ＹｏｐｉｎｏｌｕｒｈｕＰω は， エ ラー ト環 礁 の フ ァニ ピー 島近 くに あ る リー フの名 前 で あ る。

この リー フで魚 や シ ャコガ イを とる。

(17) Metawan  kayussa: オ リマ ラオ環 礁 と エ ラー ト環 礁 ， お よび ラ モ トレ

ック環 礁

勉 郷∬α の意 味 は不 明。

(18)  Fanekerhak: オ リマ ラオ環 礁 とウ エス ト ・フ ァーユ 島

ｆａｎ は 「下 」，　ｋｅｒｈａｋ は 「這 う」 の 意 味 。

(19)  Moton: エ ラー ト環 礁 と ラモ トレ ック環 礁

た が い に島 が 見 え る場 合 ，そ の 間 の海 は一 般 的 に ｍｏｔｏｎ とよ ばれ る。

(20)  Neekerhak: ラ モ ト レ ッ ク 環 礁 と ウ エ ス ト ・フ ァ ー ユ 島

ｋｅｒｈａｋ は 「這 う」 の意 味 。

(21)  Woirhak: ラモ トレ ック環礁 とサタ ワル 島９）

　 イ フ ァル ク環 礁 で も この 海域 を Ｏｉｒｅｋ とよぶ と あ る ［ＢｕＲＲｏｗｓ　ａｎｄ　ＳＰＩＲｏ　１９５７：

９６］。

(22)  Nukun  kerhak: ウ エ ス ト ・フ ァ ー ユ 島 と ガ フ ェ ル ト島

η疏 観 は 「真 ん 中」 の意 味 。

８） Ｄａｍｍ に よ る と， イ フ ァル ク環 礁 と ラモ トレ ック環 礁 との あ いだ の 海域 は ｋａｐｉｎａｐｉ　ｎｉＰｕ と

され て お り， エ ラー ト環 礁 はの べ られて い な い ［ＤＡＭＭ　ｅｔ　ａｌ． １９３８：１７４］。

９） Ｄａｍｍ に よ る と， サタ ワル 島 と エ ラー ト環 礁 との間 の 海域 も，　ｕｏｉ　ｒｅｋｉと い う こと ばで よ ば

れ る とい う ［ＤＡＭＭ　６’紘 　 １９３８：１７４］。

　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 ６９１
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(23)  Neefas: サ タ ワル 島 とガ フ ェル ト島

ｎｅｅｆａｓは 島 で カ ヌ ー が碇 を うつ場 所 の名 前 。

(24) Metaw pengak: サ タ ワル 島 と ウエ ス ト ・フ ァ ーユ 島

Ｐｅｎｇａｋは 「壁 ， つ い たて 」 の 意 味。

(25) Metaw  yu, Metawan wumwar: サ タ ワル 島 と ピケ ロ ッ ト環礁

翅 は 「立 つ」 の意 味 。 サ タ ワル島 以 西 で は ， 磁 如ωノ〃， プ ル ワ ト環 礁 以 東 で は ，

Ｍ ｅｔａｗａｎωｕｍｗａｒとい う。

(26) Faayu: ウ エ ス ト ・フ ァ ー ユ 島 と ピケ ロ ッ ト環 礁

ｆａａｙｕは 「真 直 の」 の意 味 。

(27) Yapinanei: サ タ ワル 島 とプル ワ ト環 礁

ノ吻 一は 「後」 の意 味 ，ｎａｎｅｉは不 明 。　Ｄａｍｍ に よ る と， この 海 域 は ん吻 御 滅 と

され て い る ［ＤＡＭＭ　ｅｔ　ａｌ． １９３８：１７４］。

(28) Fai nukase, Fan  yiwan: サタワル島とプルスク環礁

ク伽 伽 は 「首 」，ノ加 は 「下」 で ，例 肋∬ の 意 味 は不 明。 勘 加 激θ詔 は ラモ トレッ

ク環 礁 以 西 ，Ｆａｎ　２ｉｗａｎ はサ タ ワル 島以 東 で もち い られ る。

(29)  Met  aw  an  im  aan  : プル ワ ト環礁 と ピケ ロ ッ ト環 礁

伽 傭 は 「動 物 ， 鳥 」 の 意味 。

(30) Metaw  pengak: プル ワ ト環礁 とプル ス クｉ環礁

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ　　　　　　　　　ノ

Ｐｅｎｇａｋ は 「壁 ， つ い た て 」 の 意 味 。　Ｄ ａｍ ｍ に よ る と ， この 海 域 は ｍｅｔａ’ｕｅ　ｐａｎａｋｉ

と さ れ て い る ［Ｄ ＡＭＭ　ｅｔ　ａｌ． １９３８：１　７４ｒ］。

(31)  Faisdpw: プル ワ ト環礁 とプ ンナ ップ 環礁

ｆａｉ一はｆａａｎ，す な わ ち 「下 」，５６ρω は 「先 ，島 の 先 端 」 の意 味 。

(32) Fainurhuwai: プル ワ ト環礁 ・プ ンナ ップ 環礁 と ウル ル 島

プ匪 は 漁 侃 ，す な わ ち 「下」，ππγ伽 ω厩 の意 味 は不 明 。

(33)  N  a  k  un  uyegiy: プル ス ク環礁 とタ マ タ ム 島

　ｎｄｉｋｕｎ は 「真 ん 中」，ノｅｇｉ は Ｐθηψ傭 厩 ぬ 毎 とい う植 物 で ， タ マ タ ム 島 の砂 浜 に

多 く生 育 して い る木 。

(34)  Motonnap: プ ンナ ップ環 礁 とタ マ タ ム 島

　 ｎａＰ は 「大 き い 」，　ｍｏｔｏｎ に つ い て は ， （１９）を 参 照 。
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(35) Motonorhik: プ ンナ ップ 環礁 とフ ァ ナデ ィ ック島

ｒｈｉｌＣは 「小 さ い」 で ，　Ｍ ｏｔｏｎｏｒｈｉｋ は 「小 さ な ｍｏｔｏｎ」 の 意 味 。

(36)  Moton: タ マ タ ム 島 と フ ァナ デ ィ ック島

ｍｏｔｏｎ に つ い て は ， （１９）を 参 照 。

(37)  Metawaniw6n: マ リアナ諸 島 とヤ ップ か ら ウル ル に いた る島 じ ま

ω伽 は 「上 」 を あ らわ す 。 マ リア ナ諸 島 （グア ム 島 ， ロタ 島， サ イパ ン島） とカ ロ

リン諸 島 との 間 に横 た わ る海 の 名称 。

(38)  Nemmwurhaniydng: イ ー ス ト ・フ ァ ー ユ 島 と プ ン ナ ップ 環 礁 ， お よ

びプルワト環礁

ｍｍｗｕｒｈａ一 は 「吹 く」， ７ａｎｇ は 「風 」 の 意 味 。

(39)  Yarhuwan: プ ル ワ ト環 礁 と トラ ック諸 島
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

Ｙａｒｈａｗａｎ の 意味 は不 明 。　Ｄａｍｍ に よ る と この 海域 は 〃磁 痂 と 記 載 され て い る

［Ｄ ＡＭＭ　ｅｔ　ａｌ． １９３８： １７４］。

(40)  Faasaat: プ ンナ ップ環 礁 と トラ ッ ク諸 島

ｓａａｔは 「海 ，塩 」 の 意味 。　ｆａａ は不 明 ｏ

(41)  Nfikunuyiwan: プ ル ス ク環 礁 と トラ ッ ク諸 島

　 Ｙｉｗａｎは トラ ック諸 島 の大 環 礁 の南 部 に あ る小 島で ， この 島で 多 くの 花 を あつ めて

耳 か ざ りをつ くる。

(42) Wenupwanyora: イ ー ス ト ・フ ァ ー ユ 島 と トラ ッ ク 諸 島

ωθ物 励 一は ，「腹 か ら声 を だ して叫 ぶ 」 とい う意 味 。

(43) Fainummwor: プ ンナ ップ 環礁 と ピセ ラル 島

ｆａｉは 「下 」，　ｎｕｍｍωｏｒは 「短 い ヤ シの 木」 とい う意 味 。

(44) Fainupei: プ ル ス ク環礁 と ピケ ロ ッ ト環 礁

ｆａｉは 「下」，　ｎｕψｅｉは 「傾 く」 の 意 味。

(45)  Wenupwunon: トラ ック諸 島 と ウル ル島

ｚｖｅｎｕｐω一は， 「腹 か ら声 を だ して叫 ぷ 」 と い う意 味 で ，η６πは 「下 」 の 意 味 。

(46) Wenupwanmweir: トラ ック諸 島 と ピセ ラル 島

ωθη妙 雄 は， 「腹 か ら声 を だ して 叫ぶ 」，配ω諮 は 「後 」 の 意 味。
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(47)  NUkiton: トラ ッ ク諸 嵩 と ノ ムイ ン環 礁

η撚π。は 「外 」，魏 は トラ ック諸 島 最 大 の トル 島 。

(48) Fainene: トラ ック諸 島 とネ マ 島

ｆａｉは 「下 」，　ｎｅｎｅの 意 味 は不 明。

(49) Yapwong: ロサ ップ環 礁 と ナモ ヌ ク環 礁

yapwonｇ は 「わ か れ」 の意 味 。

(50) Winafar  soetiw: ロサ ップ 環礁 とム リノ環 礁

winafarの意味は不明。覗ω は方向で 「西のほう」をさす。

(51) Winafar soota: ネ マ 島 と ム リノ環礁

winafarの 意味 は不 明 。。ｔａ は方 向 で 「東 の ほ う」 を さす 。

(52) Metaw  rhikirhik: ナ モ ヌ ク環礁 とエ ター ル 環礁

rhikirhikは 「小 さ い」 の意 味 。

(53)  Yapirhuw: トラ ック諸 島 とム リノ環 礁

Yapirhuwの意味は不明。

(54) Sarheyu: ル クノ ー ル環 礁 と ンガ テ ィ ッ ク環 礁

sarheyuは 「真 す ぐの コース 」 の 意 味。

(55) Metawan  kinimwar: ル ク ノ ール ｉ環礁 とヌ クオ ロ環 礁

ｋｉｎｉｍwａ ｒ に つ い て は ， （７）を 参 照 の こ と。

皿． 考 察

本 章 で は，ｔｖｏｏｆａｎｕwとyｉ ｔｉｍｅｔａｗ とい う ２つ の知 識 が も って い る さま ざ ま な 特徴 を

あ き らか に して み た い。

１． 知 識 の 広 が り

　 １－１． 島 ・サ ン ゴ 礁 ・架 空 の 島

　 ｗｏｏｆａｎａwで 言 及 され るの は，　ｆａｎｕω，す な わ ち島 で あ る。 この場 合 ，対 象 と な る島

は， 大 き さ，火 山島 ・隆起 サ ンゴ礁 ・環 礁 島 とい った地 質 学 的成 因 ，人 間 の居 住 の有

無 とい った基 準 で取 捨選 択 さ れ て い るの で は け っ して な い。　 しか も，ｗｏｏｆａｎｕｗ の な
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か に は， か な らず し も島 ば か りがふ くま れ て い るわ け で は な い。

　 　 （イ） サ ン ゴ 礁

　 カ ロ リン諸 島一 帯 に は， サ ンゴ礁 地 形 が非 常 に よ く発達 して い る。 島 自体 が隆 起 サ

ンゴ礁 島 や環 礁 島 で あ るだ け で な く， 島 の周 囲 に は， 海面 下 に没 した サ ンゴ礁 の 浅 瀬

が分 布 して い る。 サ ンゴ礁 は 一 般 に ωｏｏｒとよ ば れ ，ωｏｏｆａｎＵＺＶ の な か に 数 多 くふ く

ま れて い る。

　 サ ンゴ礁 が海 面 下 の非 常 に浅 い と こ ろ にあ る と，周 辺 で 波 が高 く， うね りが発 生 す

る。 カ ヌ ーで不 用 意 に接 近 す ると， 座礁 した り破 損 す る恐 れ も あ る。 と くに夜 間 の 航

海 に お いて は そ う した危 険性 はな お さ ら増 す 。 そ の た め ， と くに危 険 と考 え られ るサ

ンゴ礁 につ い て は， ｗｏｏｆａｎＵｔＶ のな か で 言 及 され る。 こ う した サ ンゴ礁 は ， 一 般 に

ωｏｏγπ６命６ とよ ば れ る。 痴６η６は ，「波 の あ る」 ＠６６は 「波 」の意 ） と い う こ とを あ ら

わ して い る。 た とえ ば， Ｍｌｕｒｈｏｗｕｒｈａｎ，　Ｆａａｓ，　Ｙｅｓｉ　ａｓ，　Ｆａｉｎｉ　ａｓな ど と よば れ るサ ンゴ

礁 が そ うで あ る （第 Ｈ章 の結 果 参照 ）。

　 た だ し， ωｏｏｆａｎｕω で の べ られ るす べ て の ωｏｏｒが 航 海 に とって危 険 で あ る とみな

され て い るので はな い。 特定 のサ ンゴ礁 の位 置 は，航 海 の さ い の 目安 と してだ けで な

く，漁撈 活 動 を お こな う うえ で も重 要 に な る もの と考 え られ る。 ωｏｏｆａｎｕω にふ くま

れ るサ ンゴ礁 ， お よ び そ の位 置 を海 図 上 で推定 す る こ と は で き るが ， 海 中 の地 形 で あ

るだ け に 海図 上 で 同 定 す る ことが で きな か った 。

　 　 （ロ） 架 空 の 島 じま

　 Ｒｉｓｅｎｂｅｒｇ は， プル ワ ト環 礁 で の調査 か ら，　 ｗｏｏｆａｔＵｔＶ （サタ ワル 島 の ｔｖｏｏｆａｎｕω）

は ， 「架 空 ま た は想 像 上 の存在 を前 提 とす るの で はな く， イ メ ー ジを一 切 想 起 しな い

知 識 で あ る」 とい う指 摘 ［ＲｌｓＥＮＢＥＲＧ　ｌ９７６：９９－１００］ を お こ な って い る。 しか しな

が ら， ｚｖｏｏｆａｎｕω の な かで ， 架 空 の存 在 とお もわ れ る島 じまが 特 定 の方 位 に出 現 す る

ことが あ る。

　 た とえ ば ， ガ フ ェル ト島 （サ タ ワル語 で は 命 初 ω） の ｗｏｏｆａｎｕｗ に は，　Ｋａｆｅｃｒｕｕｒｈ，

Ｔｉ　ｉｐｉ，　Ｔｉ　ａＰ，　Ｆａｎｕｗａｎ　ｋｕｗｅｎ とよ ばれ る島 々が言 及 され て い る。 しか し， これ らの

島 々 は いず れ も架 空 の島 か ， た とえ 実 在 す る と して も同定 が きわ め て困 難 な存 在 とお

もわ れ る。 プ ル ワ ト環 礁 で調 査 を お こな った Ｒｉｓｅｎｂｅｒｇ も Ｋａｆｕｒｕｕｒｈ が 架 空 の 島 で

あ る と規 定 して い る ［ＲＩｓＥＮＢＥＲＧ　ｌ９７６：１１５］。　Ｆａｎｕｗａｎ　ｋｕｔｏｅｎ は 「トカゲ の島 」 と

い う意 味 で 島 の入 江 の形 が トカゲ に似 て い る とか， 島 に トカゲ が沢 山 い る とい った よ

うに考 え られて い る。 Ｔｉ　ｉｐｉとい う島 には ， タバ コが 沢 山 あ る とい うが，海図 上 に は

こ う した 島 は ま っ た く見 あ た らな い。 Ｋａｆａｒａｅｃｒｋ と Ｆａｎａｗａｎ　ｋａｗｅｎ は，　ＰｗｕｕＰｗｕ一
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ηψ侃 ψ と い う航 海 術 の 知識 の なか で も言 及 され るが ， 実 在 しな い架 空 の 島 であ る

［秋 道 　 １９８１ｂ：１５－２７］。

　 　 （ハ） 生 物 現 象

　 島や サ ン ゴ礁 だ けで な く， ωｏｏｆａｎｕω の な か に生物 現 象 が 若 干 ふ くま れて い る。 た

とえ ば ，ガ フ ェル ト島 の ｗｏｏｆａｎｕｗ に は， ニ シ キヤ ッコ， アイ ゴ ， ヒメ ジ， クジ ラが

ふ くま れ る。 普 通 に考 えれ ば， 大 洋 の真 ん 中 にサ ンゴ礁 魚類 が存 在 す る こ とは な い。

また ， つね に同 じ場所 に魚 や ク ジ ラが い る と も考 え に くい。 した が って ， ｗｏｏｆａｎｕｗ

の な か で言 及 され て い る生 物 現 象 は架 空 の もの か ， た とえ 実在 す る と して も確認 す る

こ とが困 難ｉな存 在 で あ ると お もわ れ る。

　 じつ は ， ｗｏｏｆａｎｕｚｖ とは別 に， あ る島 か らみ て 特定 の方 位 に出現 す るさま ざ ま な生

物現 象 を列 挙 した Ｐωｖｋｏｆ とい う知 識 が しられて い る。　Ｐωｕｋｏｆ は ，ωｏｏｆａｎｕｕｖの つ ぎ

に重要 とさ れ る知 識項 目で あ るの で ， これ につ い て は， 別 稿 と して と りあげ る予定 で

あ る。

　ｔｏｏｏｆａｎｕω は基 本 的 に島 と島 との方 位 関係 を示 した知 識 の システ ムで あ り， 実 用 的

な知 識 で あ る といえ る。　 しか しそ れ と同時 に，ｗｏｏｆａｎｕｗ の な か で は， 実 在 す る島 や

サ ンゴ礁 だ け でな く，架 空 の 島 ， あ るい は生 物 現 象 が言 及 さ れ て い る点 に注 意 を喚 起

して お こ う。

　 　 １－２． 島 の 分 布 とwｏ ｏｆａｎｕｗ

　 １つ の 島 の ωｏｏｆａｎｕｗ に は， 理 論 的 に３２の相 異 な る島 々や サ ンゴ礁 （あ るい は架 空

の島） が ふ くまれ て い る可能 性 が あ る。 あ る い は， 同 じ方 位 上 に ，複 数 の 島 々 が位 置

す る こ と も考 え られ るの で ，言 及 され る島や サ ンゴ礁 の数 は３２以 上 にな るか も しれ な

いｏ

　 しか し， 第 ＩＩ章 で しめ した例 か ら もわか る よ うに ， １つ の 島 の ωｏｏｆａｎｕω に 実際 に

ふ くまれ る島 や サ ンゴ礁 の 数 は ，多 くて も２７ （ガ フ ェル ト島 の例 ） で あ る。 す くな い

場 合 は， ５ （マ グル 島 の 例） で あ った 。

　 そ のわ け と して まず ， 所 与 の方 位 上 に適 当 な 島や サ ンゴ礁 が存 在 しな い とい う地 理

的制 約 が考 え られ る。 つ ぎ に， た とえ 島 や サ ンゴ礁 が ， あ る方 位 に位 置 す る と して も，

非常 に遠 距 離 にあ るた め に言 及 さ れ な い場 合 が あ る。 た とえ ば， サ タ ワル 島か らみて ，

西方 に フ ィ リピ ンが あ り， 東 方 に は ， ポ ナペ 島 が あ る。 しか し， フ ィ リピ ンも ポナペ

島 も， サタ ワル 島 に お け る ωｏｏｆａｎｕω の な か で はふ れ られ て い な い。 一 方 ， サ タ ワル

島 よ り西 に位 置 す るヤ ップ 島 の ｔｏｏｏｆａｎａｗ に は ， フ ィ リピ ンが言 及 され て い る 。 また ，
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表 ２　 ω・・ｆａｎｕω にお け る島嶼 間 の距 離

島

Satawal 

Pulusuk 

Gaferut 

Truk 

Woleai 

Ifaluk 

Pulap 

Lamotrek 

Puluwat 

Pulusuk 

West Fayu 

 Ela  to 

Eauripik 

 0  roluk 

 Tama  tam 

Ulul 

Sorol 

Lukunor 

Murilo 

Ponape 

Magur 

Namoluk 

Losap 

 Fa  is 

Yap 

Olimarao

最小距 離
　 ｋｍ

　 （１）

 72.  0 

73. 5 

115. 5 

 93.  0 

 60.  0 

 60.  0 

 39.  8 

 24.  0 

 73.  5 

 97.  5 

 78.  0 

 24.  0 

 120.  0 

 274.  5 

 31.  5 

 69.  0 

 229.  5 

 90.  8 

 73.  5 

151. 5 

 31.  5 

 64.  5 

 21.  8 

 96.  0 

 149.  3 

 39.  0

島

 Lamotrek 

Puluwat 

Faraulep 

 Nama 

Ifaluk 

Woleai 

Puluwat 

Elato 

Pulusuk 

Satawal 

Lamotrek 

 Lamotrek 

Woleai 

Lukunor 

Puluwat 

Magur 

Ulithi 

Namoluk 

Nomwin 

Ngatik 

Onari 

 Etal, Kutiw 

Nama 

 Ulithi 

Ngulu 

 Elato

最大距離
　 ｋｍ

　 （Ｌ）

 556.  5 

 832.  0 

 658.  0 

 705.0 

 549.  0 

 540.  0 

 507.  0 

 333.  0 

 676.  5 

 810.  0 

 794.  0 

 250.  5 

 1368.  0 

 630.  0 

 1502.  0 

 381.  0 

 949.  5 

 480.  0 

 331.  5 

 1085.  5 

 53.  0 

 563.  5 

 600.  0 

 538.  5 

 1256.0 

 367.  5

島

Truk 

Kapingamarangi 

Saipan 

Ponape 

Ulithi 

Pulusuk 

Kutiw 

Pulusuk 

Eauripik 

Saipan 

Saipan 

Woleai 

Tobi 

Pulap 

Kosrae 

Lamotrek 

Sonsorol 

Kapingamarangi 

Oroluk 

Rongorik 

East Fayu 

Ponape 

Ponape 

Gaferut 

Philippine 

Puluwat

 L/1

 7.  7 

 11.  3 

 5.7 

 7.  6 

9. 2 

 9.0 

 12.7 

 13.  9 

 9.2 

 8.  3 

 10.  2 

 10.  4 

 11.4 

 2.3 

 47.  7 

 5.5 

4. 1 

 5.3 

 4.  5 

 7.  2 

 1.7 

 8.7 

 27.  5 

 5.  6 

 8.  4 

 9.  4

サ タ ワル 島 よ り東 に位 置 す る トラ ック諸 島 の ωｏｏｆａｎｕω に は， ポ ナ ペ島 が あ らわ れ る。

こ の よ う に して み る と， １つ の 島 の ωｏｅｆａｎｕω の な かで 言 及 され る島 じまや サ ンゴ礁

は， あ る程 度 ，限 定 され た 空 間領 域 に あ る もの と推 測 で き る。

　 そ こで ωｏｏｆａｎｕω の知 識 のな か で 言 及 さ れて い る島 嗅 間 の距 離 を， そ れ ぞれ の島 に

つ いて も とめ た。 距 離 の測 定 に あた って は ， メル カ トール 図 法 に よ る １５０万分 の １，

２００万 分 の １， お よ び４００万分 の １の海 図 を も ちい た。 表 ２は， 島 ご とに測 定 した 島 娯

間 距 離 の 最大 値 （もっ と も遠 い とこ ろ）， 最 小 値 （も っ と も近 い と こ ろ） を しめ した

も ので あ る。 これ に よ る と， あ る島 の ωｏｏｆａｎｕｗ で ，島嶼 問 の最 小距 離 は ， ロ サ ップ

環 礁 と ネマ 島 との間 に おけ る ２１．８ｋｍ で あ っ た。 最 小 距 離 のな か で ，最 大 の も の は

オ ロル ク環 礁 とル ク ノ ール環 礁 との間 で ２７４．５ｋｍ あ った 。
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　他 方 ， あ る島 の ｚｖｏｏｆａｎｕω のな か で言 及 され る島 で もっ と も遠 い と ころ に位 置 す る

の は タ マ タ ム環 礁 と コス ラ エ 島で ， そ の距 離 は １５００ｋｍ 以 上 あ る。 ぎ ゃ くにマ グル

環礁 の ｔｖｏｏｆａｎｕω に お いて は ，　 も っと も遠 い 島 が イ ー ス ト・フ ァー ユ島 で ，５３．０　ｋｍ

しか離 れ て いな い 。 この値 は ， オ ロル ク環 礁 の ｗｏｏｆａｎｕω で も っ と も近 いル ク ノー ル

環礁 よ りも近 い距 離 に あ る こ と にな る。 特定 の 島 に おけ る ｗｏｏｆａｎｕω で ，距 離 が も っ

と も遠 い 島 に た いす る距 離 （Ｌ） と もっ と も近 い 島ま で の 距 離 （１）の比 （Ｌ／１）を と る と，

じつ に １．７か ら ４７．７と開 きが あ る （表 ２）。

　 　 １－３． ｗｏｏｆａｎｕ 〃 と ｙｉｌｉ〃ｚｅｔａｗ の 知 識 の 広 が り

　 筆 者 が サ タ ワル 島 の イ ンフ ォ ーマ ン トよ りえ た ωｅｏｆａｎｕω の な か に は ， カ ロ リ ン諸

島 の ほ とん ど主 要 な 島 じま が ふ くま れ て い る。 緯 度 か らい って も， も っ と も高 い位 置

にあ る島 は ガ フ ェル ト島 で ， もっ と も低 い位 置 にあ るの が ル ク ノ ール環 礁 で あ る。 ま

た ， も っと も東 端 にあ る 島 は ポ ナ ペ島 で ，最 西 端 に位 置 す る の はヤ ップ 島 で あ る。

　 そ れぞ れ の 島 に お い て言 及 され る島 じま は， さ らに大 きな領 域 にわ た って い る。 も

っ と も西 で は ，パ ラ ウ諸 島 の南 西 離 島 で あ るソ ンソ ロル ， トビ島 ， さ らに フ ィ リ ピ ン

が ふ くまれ る。 も っ と も東 は ，マ ー シ ャル 諸 島 の ロゴ リック環 礁 ， ロゴ ナ ップ 環 礁 ，

あ る い は ヤル ー ト環 礁 で あ る。 最北 に位 置す るの は ， マ リア ナ諸 島 の サ イパ ン島 で あ

る。最 も南 に位 置 す る島 は， ポ リネ シァ ン ・ア ウ トライ ァ ー （Ｐｏｌｙｎｅｓｉａｎ　ｏｕｔｌｉｅｒ）で

あ るカ ピンガ マ ラ ンギ環 礁 で あ る。 す な わ ち， カ ロ リン諸 島 の ほぼ 中央 部 に あ るサ タ

ワル島 の 航 海 者 で さ え， カ ロ リン諸 島 の全 域 の み な らず ，マ リアナ諸 島 ，マ ー シ ャル

諸 島 まで を ふ くむ広 大 な 領 域 を しって い る こ と にな る。

ク漉膨 ‘αω の 知識 に お いて ，島嶼 問 の海 域 名 称 が しられ て い る領域 は，あ くま で 島 と

島 との 間 に横 た わ る海 で あ る。 け っ して サ ンゴ礁 とサ ンゴ礁 ， あ るい は島 とサ ンゴ 礁

との間 の 海域 が 名づ け られ て い るわ けで はな い 。 しか し，ク漉 膨 彪ω の知 識 の およ ぶ

領 域 は， ｗｏｏｆａｎｕｗ で 言 及 され て い る領 域 よ り も狭 く， い くつ か の特 徴 を 見 い 出す こ

とが で き る。

　 まず 第 １は ，海 域 名 称 を つ け られた 領 域 が ， カ ロ リン諸 島 民 の航 海 領 域 を 考 察 す る

場 合 に 重要 な示 唆 を あ た え る とい う点 で あ る。 かつ て カ ロ リ ン諸 島 で は， ヤ ップ 島

図 ３３　 ヤ ップ 島 と カ ロ リン諸 島 との 間 にお け る サ ウ ェイ 〈ｓａωｅｉ）

　 　 　 ［ＵｓＨＩＪＩＭＡ　 １９８２］ によ り作 成 。
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を頂 点 と して ， サ ウ ェ イ とよ ば れ る島嶼 問 交易 が お こな わ れ て い た ［ＬＥＳＳＡ　ｌ９６６；

ＵｓＨＩＪＩＭＡ　ｌ　９８２：６９－７４】。 その 地 理 的 な東 端 は， マ グ ル ， オ ナ リ， ウルル な ど の島

じま をふ くむ ナモ ヌ イ ト環 礁 で あ る。 その た め ， ナ モ ヌ イ ト以 西 の 島 じま に お け る島

喚間 の海 域 名 称 が島嶼 問 で よ く しられ て いた とお もわ れ る （図３３）。 ヤ ップ 島 と カ ロ リ

ン諸 島 とは， 言語 的 に も文 化 的 に も異 な って い る ［ＢＥＬＬｗｏｏＤ　ｌ９８１：Ｉｌ７－１３４ユ が ，

カ ロ リン諸 島 の 島 じま は， 基 本 的 に 同一 の文 化 を共 有 す る ［ＱＵＡＧＨＥＮＢＵＳＨ　 ｌ　９６８］。

そ の な か で は， トラ ック諸 島 が 中 心 的 な位 置 を 占め て い る 。 サ タ ワル ・エ ラー ト ・ラ

モ トレ ック の ３島 の 間 に は ， ラモ トレ ック環 礁 を頂 点 とす る ｋ６６ （「釣 り ば り」 の 意

味）と よば れ る経 済 的 ・政 治 的 な主 従 関係 が あ った ［ＡＬＫＩＲＥ　ｌ　９６５，１９７８：１２０－１２２］。

こ う した島嶼 間 関係 に つ い て は さ らに社 会 人 類 学 的 な 考 察 を 要 す るが ， ヤ ップ 島 と ト

ラ ッ ク諸 島 との 間 に位 置 す る 島 じまの あ い だ で は， 島 嗅 間 の航 海 を 通 じた密 接 な 関係

が あ った こ とは事 実 で あ り， その こ とが海 域 名称 の 詳細 な分 布 と して あ らわ れ て い る

とお もわ れ る。 これ に くらべ て， トラ ック諸 島以 東 の 島 嗅 間 に お け る海 域 名称 を ほ と

ん ど採 集 す る こ とが で きなか った 。

　 これ に た い して ， カ ロ リン諸 島 とマ リア ナ諸 島 との 間 に お け る海 域 名称 は ，未 分 化

で あ る とい って よい 。現 に ，マ リアナ諸 島 の個 々の 島 じま を 区別 して 名 称 が つ け られ

て い るの で はな い 。 しか も， ヤ ップ 島 か らウル ル 島 に い た るい くつ か の 島 じま とマ リ

アナ諸 島間 の海 域 には ， Ｍ ｅｔａωａｎ ω６η と い う名 称 だ け がつ い て い る。 か つ て マ リア

ナ諸 島 との あ いだ で航 海 が お こな わ れ て い たが ， カ ロ リン諸 島 の特 定 の 島 か ら航 海 が

お こな わ れ たわ けで は な か った こ とを 示唆 して い る。 しか も こ こ２０年 以 内 にお こな わ

れ た マ リア ナ方 面 へ の航 海 に お いて は， プル ワ ト環 礁 ，サ タ ワ ル島 か ら，ウ エス ト ・フ

ァーユ 島，オ リマ ラオ島 ，ガ フ ェル ト島 が 中継 地 点 （いず れ も無 人 島 ）と して 選 ばれ ， そ

の他 の 島 は ，マ リアナ方 面 へ の重 要 な ル ー トとみな され て いな か った ［ＬＥＷＩｓ　 ｌ９７５；

Ｍ ｃＣＯＹ　 Ｉ９７６］。

　 パ ラオ ， お よ びパ ラオの 南 西 離 島 とフ ィ リ ピン との間 の海 域 の 名 称 も分 化 して いな

い。 そ して ， 東 西 に 長 くの びた カ ロ リン諸 島 の 南 側 の 海 域 につ いて は ，Ｍ ｅｔａｗａｎｉ

ク，薦 とい う一般 的 な 名称 以 外 に，島嶼 間 の海 域 名 称 は し られ て い な い。 わず か に， ル

ク ノ ール 環礁 と， ポ リネ シア ン ・ア ウ トラ イ ァ ーで あ る ヌ クオ ロ環礁 との 間 に名 称 は

あ るが ， ポ リネ シア文 化 圏 に あ るカ ピ ンガ マ ラ ンギ とヌ ク オ ロ との 間 の海 域 名称 は し

られて いな い。

　 この よ う に，ノ漉祝伽 ω 自体 の分 布 が カ ロ リン諸 島 に お け る 島 填 間 関係 の性 格 をあ

る程 度 あ らわ して い ると お もわ れ る。 た だ し， え られ た情 報 自体 が カ ロ リン諸 島 の 中

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ６９９
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央部 に位 置 す る島 の もの で あ るの で ，さ らに異 な った 島 か らみ て，ン痂〃魏αω の知 識 が

ど の よ うな広 が りを も って い るか は， 興 味 の あ る課題 で あ る。

　 ２． 知 識 の 変 異

　 　 ２－１． ｚｅｉｏｏｆａｎｕｗ の 知 識 の 変 異

　ｗｏｏｆａｎｕｗ の 知識 は， 実 際 の航 海 の指 針 とな る重 要 な応 用 的知 識 で あ る。 した が っ

て ，航 海 術 の 知識 と して は きわ め て普 遍 性 の高 い性 格 を も って い る と考 え て よ いで あ

ろ うか。

　 ま ず ， 同 じ島 に居住 す る航 海 者 の 間 で ，知 識 内容 が ま った く同一 で あ るの だ ろ うか 。

　 サ タ ワル 島 に おけ る資料 に よ ると， 若干 の相 違 点 が あ る こ とがわ か った 。 た とえ ば ，

表 ３は ， サ タ ワル 島 にお け る三 人 の イ ン フォ ーマ ン ト （Ｉｇ，　Ｉｋ，　Ｒ） よ りえ た サ タ ワル

島 の ωｏｏｆａｎｕｗ で あ る。表 に よ る と， 若 干 の個 体 差 が み られ る。 サ ンゴ礁 につ い て言

及 して い るの は Ｉｋ だ け で あ り，他 の ２人 と意見 の相 違 が み られ る。 他 の 島 にお け る

比 較 資 料 が な いが ， こ う した 差 異 は ，航 海 術 の 知識 が修 得 され る さい に い くつ もの系

表 ３ サタ ワル 島 にお け る ωｏｏｆａｎｕω一一一一一イ ン フォー マ ン トによ る比 較

スター ・コ
ンパ ス上の

方位番号

イ ン フ ォ ー マ ン ト

Ig  Ik  R

1 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

12 

20 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

30 

31

Pikelot 

 Ulul

Puluwat 

Truk 

Pulusuk

Lamotrek

 Olimarao

 West  Fayu

 Yayutai nemetaw 

Pikelot 

Wonipik 

Ulul 

Pulap

Puluwa t 

Truk

 Wenikiy

 Nonzwoniyorh 

Mesaineyanu 

Lamotrek 

Pwuuk 

Olimarao 

Gaferut 

West Fayu

Pikelot 

 Ulul 

Pulap 

Puluwat, Truk

Pulusuk

Eauripik

 I  faluk 

Lamotrek 

Olimarao

Gaferut 

 West Fayu, Saipan

辞は リーフまたは水路をあ らわす。
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統 や情 報 源 が あ る こ とを示 唆 して い る。 と くに実 用 的 な ｔｖｏｏｆａｎｕω の 知識 に お け る情

報 のバ ラ ツキ が あ る ことは 注 目 して お くべ きだ ろ う。

　 つ ぎ に， 相 異 な る ２つ の 島 峡 間 の 場 合 につ い て この ことを 考 え て み る と， あ る島

（Ａ）か らみ て別 の 島 （Ｂ）が ｔａａｎ　ｍａ２ｉｎａｐ の方 位 にあ った とすれ ば，別 の 島 （Ｂ）か ら

み た島 （Ａ）は， ち ょ うど ｔａａｎ　ｍｄｙｉｎａＰ の 正 反対 （角 度 で い うと 士１８０度） の 方 位 を

さ して い な けれ ばな らな い。 そ の 場合 の 方 位 名称 は ，妙 ω観 鵤娚 ηψ とい うこ と に

な る。重 要 な こ とは ， ス タ ー ・コ ン・ｘｏスの モ デル で は ，３２の方 位 名 称 を あ らわ す 星 ・

星 座 が 円周 上 に等 間 隔 に配 列 され て い る と い う点 で あ る。星 や 星座 が 円 周 上 に等 聞 隔

に 配 列 して いた と して ， 円の 中 心 を通 る直 線 上 の方 位 に関 す る ２つ の 名 称 が言 語 情 報

と して うま く対応 す る。 これ が ア ロ ウム と よ ばれ る知 識 に他 な らな い ［秋 道 　１９８１ａ：

６３２－６３６］。 しか しな が ら， 実 際 の星 や 星 座 の 出 沈位 置 は モ デル とはか な らず し も一

　 　 　　 　 　　 図３４　ωｏｏｆａｎｕωの システ ムにおける情報のズ レ

（１）で は， ａか らみて，　ｂと ｃの島は異 なる方位に位 置づ けられているが，　ｂと ｃの

それぞれ の島か ら ａをみた方位 は同 じであ る点に注意。
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致 しな い。

　 事 実 ， あ る島 （Ａ）か らの 別 の 島 （Ｂ）を み た とき の方 位 と， （Ｂ）か ら （Ａ）を み た と

きの方 位 が １つ の 直 線 に な らな い 場 合 が あ る。 た と え ば ， ヨール ピ ック環 礁 か ら

卿 ω蹴 認 珈 の方 位 に ウル シー環 礁 が ，ｔｏｐｔｏａｎ〃ｍωａａｒｉｋａｒの方 位 に ソ ロー ル環 礁 が そ

れぞ れ 位 置 す る とい うが ， ωｏψ π襯 謡 ６ｒ６伽 で は ｔａａｎ　ｍｅｓａｎｉｗ の方 位 に ヨー ル ピ ック

環 礁 が ， ωｏｏｆａｎｕａｎ　Ｙｕｎｕｔｉω で は ｔａａｎ　ｍｅｓａｒｄｅω の方位 に ヨ ール ピ ック環礁 が位 置す

る とさ れ て い る。 す な わ ち， １つ の 島 （ａ）か ら ２つ の方 位 上 に位 置 づ け られ た 島 （ｂ），

（ｃ）が あ り， そ の ２つ の島 か ら同 じ方 位 上 に （ａ） と い う島 が位 置 づ け られ て い る こ と

表 ４　 ωｏｏｆａｎｕａｎ　Ｆ６ｎｅＰｅｉ の 比 較

方位番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

9 

11 

12 

16 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

25 

27 

28 

29 

31

計

R

秋 道

 S"Owuf  Onopei 
Newunzun kowas

* Makin worarh,  Nipzva maan 

* Mwakin pangapang 

* Yaraw 1)

*  Yingarik 2) 

* Namwonuk 4) 

*  Arend 

*  Worbauk 6) 

 Pwuronimanc) 

 Tenemarh

12

Ep

* Wuchunang 

* Rhongorhik 

* Rhongonap 

 Raniwit 

* Mwakin 

* Yaraw 1) 

*  Pikiram 

* Nukuworh 3) 

* Yingarik 2) 

* Ruuk 5) 

*  Worbnuk 6)

11

Ｒｉｓｅｎｂｅｒｇ ［１９７６］

に よ る

Pihemweyang  a> 

Lewumunkowah  5)

 *  Kusaie 1) 

 *  Ngatik 2) 

 *  Nukuoro  3) 

 *  Lukunor 

 *  Etal 

 *  Namoluk 4) 

* Losap 

* Truk  5) 

* Oroluk  6) 

 Minto Reef

12
１

＊は実 在 す る 島を あ らわ す
。 Ｒ と Ｅｐは サ タ ワル 島 の イ ンフ ォー マ ン ト。

１）： コ シ ャエ 島 ， ２）： ンガ テ ィ ック環 礁 ， ３）： ヌ クオ ロ環 礁 ， ４）： ナ モ ヌ ク環

　 　礁 ， ５）： トラ ック諸 島 ， ６）： オ ロル ク環 礁 を そ れぞ れ さす 。
ａ）：砂 堆 で ， 深 い穴 が あ り， そ のな か に死 ん だ ウ ミガ メの 甲羅 が つ ま って い る 。

ｂ）：砂堆 で， 非 常 に多 くの 鳥 が生 息 し，飛 ぶ と砂堆 全 体 を覆 う くらい の影 を お と

　 　す ［ＲＩＳＥＮＢＥＲＧ　 Ｉ９７６：９９］。

ｃ）：ク４ｒ４鳥 （サギ ？） の 群 。
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に な る （図３４）。 しか しな が ら， 実 際 に は こ う した例 は ， 同一 の イ ンフ ォー マ ン トの

有 す る知 識 の な か で は お こ らず ，異 な っ た イ ンフ ォー マ ン トの 間 で み られ る。

つ ぎ に，異 な った 島 々 に お け る航 海 者 が ， １つ の 島 の ωｏｏｆａｎｕω につ い て ， 同一 の

知 識 を 共 有 して い るか ど うか とい う問題 が あ る。 た とえ ば ， サ タ ワル 島 の航 海 者 が も

って い るユ ル シー環 礁 （サタ ワル 島 よ り西 方 約 ８６０ｋｍ に あ る） の ｗｏｏｆａｎＵｔＶ， す な

わ ち ｗｏｏｆａｎｕａｎｙ＝ｔｉｎｕｔｉｗ と， ウル シー環 礁 の航 海 者 た ちが も って い る 自分 た ち の 島 に

表 ５　 ガ フ ェ ル ト 島 の ωｏｏｆａｎａω の 比 較

方位番号

１

２

３

４

５

６

７

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２５

２７

２８

２９

３０

３１

３２

Ｂｕｒｒｏｗｓａｎｄ Ｓｐｉｒｏ ［１９５７］

に よ る

 Guam  * 
Trinlial (=Tinian *) 

 Saipan*

Tipipi

Tipapa 

 Getfia

１匹 の サ メ １）

Pigela (=--Pikelot*)

Satawan  (Satawal*) 

 Lamotrek  * 

 Elato*

１匹 の サ メ ２）

Ｏｌｉｍ ａｒａｏ

４匹 の ク ジ ラ ３）

Vasulos

?  Ifaluk* 

 Faraulep  *

１匹の サ メ と ２匹 の 小魚 ４）

Ｆａｉｓ＊

１匹 の大 きな魚 ５）

 Vasielas

１人 の 白人 ９》

秋 道

 Guam  * 

Rota * 

 Tinian  * 

 Saipan* 

Tipipi 

Tipap 

Fanuan kuwen 

 Magur  *

Pikelot 

Yayuta

 Satawal  * 

 Lamotrek  * 

 Elato* 

Olimarao

 Faas （リー フ ）

 Ifaluk* 

 Woleai  *

 Faraulep  * 

 Sorol  * 

 Fais* 

Kafurhur

１匹 の魚 ６）

１匹 の魚 ？）

１匹 の魚 ８｝

クジ ラの 群 １０）

１匹 の ク ジ ラ １１）

１）ｌａｉｇｅｌａｌｏ：頭 が 水面 上 に出て い る∫２）ε伽 鰯 ｏ’３３）ｎａ“ｇｅｍｅｔａｕ；４）５ｈｅｍｅｉｊｏ；

５）ｔａｇｕｒａｌ：背 中が 黒 く，尾 は 白い ；６）～８），１０），１１）は， ｗｏｏｆａｎｕａｎＦａｉｅω

を 参照 の こ と；９）８ψ漉 。
＊は実 在 す る 島を あ らわす

。
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表 ６　 ヤ ッ プ 島 の ｔｖｏｏｆａｎｕω の 比 較

方位番号 秋 道

  1 

 3 

  4 

 4  +  5/2 

 6 

  7 

  8 

 11 

 12 

 15 

 17 

 19 

 21 

 22 

 25 

 29 

 31

１匹の ク ジ ラ １）

 Gaverbt

 Ulithi  *

 Sorol  *

 Tongelat

Gologol

 Palau  *

 Olat

（リー フ）

（リー フ）

（長 い リー フ）

 Philippines  *

１匹の サ メ ２》

１匹の 魚 ３》と海藻 ４》

Kafurhur,  Guam  * 
Saipan * 

 Rota  *

 Ulithi  * 

 Pais*

 Sorol  *

 Ngulu*

 Palau  * 

 Philippines  *

１）ＰＩＩａｌｉｍｌｌ；２）４９８伽８嬬 ３）５伽 ：背鰭 が 頭 の ほ うに 曲 って い る ；４）ｌｅ，ｎ。

＊は 実 在 す る島 を あ らわ す
。

関す る ωｏｏｆａｎｕａｎ　Ｙｕｎｕｔｉｗ とで は， そ の 内容 が ま った く同一 で あ る とは か ぎ らな い。

　 表 ４ は， ωｏｏｆａｎｕａｎ　Ｆ６η（卿 に 関 して ， 筆 者 が サタ ワル 島 で あつ め た も の と，

Ｒｉｓｅｎｂｅｒｇ が プル ワ ト環 礁 で あつ め た もの ［ＲＩｓＥＮＢＥＲＧ　ｌ　９７６：１００］ を比 較 した も

ので あ る。 これ に よ る と， サ タ ワル 島 の ２名 とプ ル ワ ト環 礁 の １名 の情 報 が一 致 す る

の は， 方位 番 号 ２７の オ ロル ク環礁 の例 だ け であ る。 そ の他 は ， ３人 の う ちの ２人 まで

方 位 が一 致 す る場 合 （トラ ッ ク諸 島 の例 ）， 方 位 番 号 が ３人 の間 で ま った く異 な って

い る場 合 （ンガ テ ィ ッ ク環 礁 の例 ）， １人 だ け に言 及 され て い る場 合 （カ ピ ンガ マ ラ

ンギ環 礁 や ネマ 島 の例 ） の よ うに，一 致 す る度 合 が 低 い。 しか し，全 体 と して ポ ナペ

島 か ら言 及 され る島 や リー フの 数 は１１～ １２で あ る。 同様 に して， ガ フ ェル ト島 とヤ ッ

プ 島 の ｗｏｏｆａｎｕω に 関す る情 報 を 比 較 した （表 ５， ６）。

　 　 ２－２． 方 位 上 の ズ レ と 航 海

　ｚｖｏｏｆａｎｕω の な かで は， あ る島 か らみ て別 の島 が位 置 す る方 位 は， ス タ ー ・コ ンパ

ス に お け る３２の方 位 名称 に よ って きめ られ る。 そ の 場 合 ， この情 報 を 実 際 の航 海 に お

い て もち い る さい に生 じる問 題 点 が ２つ あ る。第 １は ， あ る方 位 名 称 の あ らわ す モ デ

ル上 の方 位 と， 実際 の星 や星 座 が 出没 す る方 位 との ズ レで あ る 。第 ２は ， あ る方 位 名
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称 を あた え られ た方 位 に実 際 に 目的 とす る島 が あ るか ど うか と い う問題 で あ る。 も し，

ｔｖｏｏｆａｎｕω に しめ され た方 位 自体 や ， そ の方 位 に よ って しめ さ れ る島 の 位 置 が ま ちが

って い た り， ズ レて い た ら， 目的 の 島 に た ど りつ けな い の で は な い か と い う懸 念 が生

じる。

　 す で に筆 者 は既発 表 の論 文 に お いて ，実 際 の 星 や 星座 の 出没 方 位 と スタ ー ・コ ンパ

表 ７　 ｗｏｏｆａｎｕｗにおける島嗅間の方位に関す る誤差

woo, fanuai  Sataw,a1

島

Truk 

Puluwat 

Pulap 

Oror 

Pikelot 

West Fayu 

 Gaferu  t 

Olimarao 

Lamotrek

　　　θ。

（実 測値 ）

 *: minimum error,  **:

091 

091 

084 

065 

039 

335 

317 

285 

281

θｗ

ｌｖｏｏ１ａｎｕｗ に

、お け る 値

maximum error

081 

079 

073 

065 

033 

346 

327 

294 

281

ｉθ一 θｗｌ

（度）

010 

012** 

011 

000* 

006 

011 

010 

009 

000*

 woofanuan  Faiyew

島

Satawal 

Lamotrek 

Elato 

Olimarao 

Ifaluk 

 Woleai 

Eauripik 

Faraulep 

Soror 

Fais 

Guam 

Rota 

Tinian 

Saipan 

Magur 

Pikelot

（実測値）

137 

150 

155 

161 

206 

219 

223 

234 

257 

276 

350 

358 

002 

003 

093 

116

「
ｔｖｏｏｆａｎｕω に

お け る 値

127 

154 

166 

180 

206 

233 

243 

252 

269 

279 

000 

014 

027 

033 

081 

091

（度 ）

010 

004 

011 

019 

000* 

014 

020 

018 

012 

003 

010 

016 

025 

030** 

012 

025

 *: minimum error,  **: maximum error
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ス 上 の方 位 との 誤 差 に関 す る考 察 を お こな い ［秋 道 　 １９８１ａ］， 円周 上 に等 分 に配 列 さ

れ た ス タ ー ・コ ンパ スは ，知 識 の記 憶 や修 得 の うえ で有効 な 認 識上 の モ デル で あ るこ

とを 指摘 した 。 しか し， 実 際 の航 海 に お いて は ， モ デル で はな く，星 ・星 座 を 肉 眼 で

観 察 で き るわ けで あ るの で ， モ デル と コ ンパ ス方 位 との誤 差 そ の もの は一 義 的 に 問題

と はな らな い 。

　 とす れ ば ， い ま 問題 にな るの は ， コ ンパ ス 方 位 に よ る星 ・星 座 の 出 没 方 位 と，

ｗｏｏｆａｎｕｗ の な か で しめ され た 島 の方 位 との 関係 で あ る。

　 も し誤 差 が あ る と した らい った い どの くらい の範 囲 の もの で あ る の で あ ろ う か 。

こ の点 を あ き らか にす るた め ，島嶼 間 の コ ンパ ス方 位 に 関す る資 料 を も ち い て ，

ωｏｏｆａｎｕω に しめ さ れ た 島嗅 間 の方 位 と比 較 した 。 島嗅 間 の コ ンパ ス方 位 に 関す る値

θ。（度） は ，神 戸 商 船 大 学 松木 教 授 の御 示 唆 によ った 。

　 一 方 ， ωｏｏｆａｎｕω に お いて 言 及 され て い る方 位 名 称 と対応 す る コ ンパ ス 方位 を θｗ

（度 ） とす る。 そ して ， θ。と θＷ との誤 差 （ｌｅ。一 θ。Ｄ を筆 者 の あ つ め た資 料 を も と に

し らべ た。

　 表 ７は ， その うち， サ タ ワル 島 とガ フ ェル ト島 につ いて の結 果 を しめ した もの で あ

る。 表 に よ る と，サ タ ワル 島 の ｔｃｒｏｏｆａｎｕｗ に お いて ， 実 測 値 と ｚｅｏｏｆａｎｕω に指 示 され

た 方位 との最 小 誤 差 は ０度 ，最 大 誤 差 は１２度 で あ る。 ガ フ ェル ト島 の場 合 ，最 小 誤 差

は ０度 ，最 大 誤 差 は３０度 とな って い る。

　 そ れ ぞ れ の誤 差 の平 均値 は ， ７．７度 ，１４．・３度 で あ る。 １０度以 内 の誤 差 で あ れ ば ，実

際 の 航 海 に お い て 目的地 に 到 達 す る うえ で問 題 が な い と考 え られ る ［松 木 　 １９８０］。

す な わ ち，ｔｖｏｏｆａｎｕｗ の知 識 が かな り正 確 な もので あ る こ とが以 上 の点 か らわ か る。

ＩＶ． お わ り に

　 サ タ ワル 島 の調 査 資料 か ら，カ ロ リン諸 島 の航 海 術 に おけ る ωｏｏｆａｎｕω とｙｉｔｉｍｅｔａｗ

とい う ２つ の知 識 項 目を と りあ げ ，島 嗅 間 関係 につ いて の 記述 と考 察 を お こな って き

た 。

　 ｗｏｏｆａｎｕｗ とノｉｔｉｍｅｔａｗ は，島嶼 問 の相 対 的 方位 と海 域 名称 を網 羅 した知 識 で あ り，

と も にカ ロ リン諸 島の 航 海術 に お け る地 理 的 な空 間 認 識 の あ りか た を しる貴重 な資 料

とな って い る。

　 ωｏｏｆａｎｕω の知 識 に おい て は ， 若 干 の 個体 差 や 島 に よ る情報 のバ ラツ キが み とめ ら

れた 。 しか し， コ ンパ ス方位 とス タ ー ・コ ンパ ス に よ る方 位 との誤 差 がす くな い こ と，
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１０度以内の誤差であれば実際の航海においてさほど支障がないという意見を加味して

考えると，ωｏｑｆａｎｕｗ は遠洋航海の指針となる汎用性と有効性をもつ知識であるとみ

なすことができるだろう。

　ωｏｏｆａｎｕｗ のなかでは，実在する島やサンゴ礁だけでなく，あきらかに架空とおも

われる存在が言及されていた。 この点から，ωｏｏｆａｎＵｔｅｖの知識が有効ではないという

意見が生 じるかもしれない。 しか しながら，カロリン諸島の航海術においては，現実

と非現実が融合 した世界が展開 している ［秋道　１９８１ｂ：３６－３７】。 虚と実の情報体系

を， １つの島の周囲に配置するという認識のしかたがあるということ自体に注目すべ

きであろう。 であるとしても， 架空 の存在でもよいなら， １つの島のあらゆる方向

（３２方位）に， 島なり生物現象なりを位置づける工夫がどうしてなされなかったので

あろうか。本論でもふれたとおり，この問題は クω厩げ とよばれる知識項目の検討に

よってあきらかになるとおもわれる。ρω耽げ については， 別稿として とりあげる予

定である。

　島嶼 間の方位と海域の名称だけでは，海図を描 くことはできない。というのは至極，

単純な話で，島懊間の距離がまったく未知数であるからだ。カロリン諸島の航海者た

ちは，島嶼間の距離をいかなる方法によって しることができたのであろうか。 この問

題は，本論の帰結から導きだされたもう１つの重大な疑問である。じつは，島嶼問距

離の認識方法について，非常にやっかいな問題がある。い くつかの知識項目を総合的

に検討してみないと十分に納得のゆかないのである。こ⑱問題についても，稿をあら

ためてとりあげてみたいと考えている。

　メ伽 伽 ω は，単に海に名前がついているというだけの知識ではない。 本論では展

開しなかったが，島と島との間はいくつもの領域に分割されている。この分割方法が

島嶼間の距離や航海中の時間認識に重要な役割をもっている。そ してちょうど， ２つ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 から

の 島 の 中間 にあ た る ，な ん の 名前 もな い 「空 の」 領 域 が本 論 で のべ て き た 膨 ’αωな の

で あ る。 す な わ ち ，■ｉｔｉｍｅｔａω は ，　ｗｏｏｆａｎｕｚｅ の知 識 と同様 に， 「空 の」 空 聞 にた い し

て特 定 の名 称 を あ たえ ，島嶼 間 の 海 を連 続 的 に理解 す るた め の重 要 な認 識手 段 で あ る

と考 え る こ とが で きる 。
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